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増田ふるさと公園の保全と活用 

 

小倉 滋・室谷敬一・横山法次・北村 健（NPO 法人三木自然愛好研究会） 

 

増田ふるさと公園の前身は農地と溜池、雑木林が広がり貴重な

野草や小動物が暮らす普通の里山でした。圃場整備が計画された

時、三木自然愛好研究会は増田地区と三木市、その他関係機関に

貴重な自然を保存するよう働きかけました。その結果、三木市が

約 0,7ha の用地を買い上げ公園にすることになりました。平成 13

年に三木市と増田地区及び三木自然愛好研究会は増田ふるさと公

園の維持管理に関する委託契約を結びました。私たちに委託され

た内容は野生生物種の調査及び保全に関することなどです。 

 

  春：野草の学習と若芽を味わう野草の会             秋：ふるさと公園フェスティバル 

 

     冬：①公園の全面草刈りと畔焼き       ②ササユリの播種・移植 

    通年： 豊地小学校を始め三木市内の複数校に環境体験教育の実践の場として提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急事態発生 2009 年ころから溜池の水草が急激に減って

きました。アメリカザリガニの仕業です。2010 年夏から現

在までモンドリで捕獲し、減少させることができ、トンボ

の種類や数が増えました。水草も復活しつつあります。し

かしアメリカザリガニの生命力は強かです。永遠に捕獲し

続けなければならないでしょう。 

共生のひろば 8号, 4, 2013年 3月 
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化石処理用チゼル針半自動研磨機の開発 

 

和田和美（ひとはく連携活動グループ『ラボーンズ』） 
 
はじめに 

丹波市および篠山市に分布する下部白亜系篠山層群（図1）からは、これまでの大規模な調査

（図2）により恐竜類の体骨格を主とする多数の脊椎動物化石が産出している。これら化石標本

の分類学的位置を検討するには、それぞれの標本についてクリーニング処理を行う事が必要不可

欠である。このクリーニング作業においては、エアチゼル（図3）という道具が頻繁に利用され

る。この道具は棒状ホルダーの先端に針を有し、その針が圧縮空気によって往復運動することで、

化石に付着している母岩などの基質を取り除くことができる（図4）。 

 

 
 

 

 

開発の必要性 

 各年における大規模な恐竜化石発掘調査に伴い、恐竜類のみならず、多くの小型脊椎動物化石

が産出し、年を重ねるに従って技術員の高度な作業が求められるようになった。その上で、エア

チゼルの針（図5）の鋭利度は、作業精度や効率に大きな影響を与えており、チゼル針の鋭利度

を常に維持する必要性があった。その先端は使用頻度により折れたり摩耗していくため、技術員

の手作業で研磨していた、しかしながら、不均一、中心軸がずれる、徐々に鈍角になるなど不具

合が多かった（図6）。そこで本研究では各種機器の廃材などを利用し、だれでも容易にかつ正確

にチゼル針の研磨を可能とする機器（図7）の開発を行った。 

図2.ボランティア参加の発掘 

 図3.エアチゼル (左)と部品構成 (右) 図4.エアチゼルを使ったクリーニング 

針

共生のひろば 8号,20-25,2013年 3月 

図1.最初の恐竜化石発見地 
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機能・構造 

 開発された機器は主として二つの機能を持っている。  

【１】『チゼル針回転』：研磨されるべき針を正確に回転させる機能（図8-①）で、ゴムプーリー

の装着された針を2枚のブロンズ板製「すべり軸受け」のＶカット部にのせ、もう1枚のブロン

ズ板の付いたレバーで上から押さえ針の振動を防止する。電動モーターの回転力がＯリングを介

してゴムプーリーに伝達され、針を回転させることができる。この軸受は針の長さに応じては間

隔を可変としている。 

【２】『グラインダー部』：針を削る砥石（図8-②A）としての機能で、（ダイアモンドディスクの

駆動装置としてチゼル針回転機構と同様な機構）、2枚の鋼板製で操作用ハンドルの付いたリンク

機構に連結し、ディスク面を任意の角度（図8-②B）で針先端に接触させ研磨する。 

  

 さらに 

【３】『電源』：コントロールボックス（図8-③）があり、二つのモーターのオン・オフ、回転方

向、速度調整などが可能である。 

 他に、土台（材木・鋼板）、カバー類（プラスチック）、電線等で組上げ、拡大鏡、交換部品・

補助工具などを装備している。                    

  
 
 
 

図5. 新品の針 図6.不具合な針 

図7. 機器の全容 
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研磨仕上がり 

 機器を用いて、さまざまな状態のチゼル針を用意できた（図9）。 

 （図9-①）φ2.4㎜チゼル針の一般的な研磨角度 

 （図9-②）φ1.6㎜チゼル針の一般的な研磨角度 

 （図9-③）φ2.4㎜チゼル針をより鋭利にして先端部を強度向上加工 

 （図9-④）φ1.6㎜チゼル針をより細く加工 

 （図9-⑤）φ1.6㎜チゼル針をより鋭利に研磨 

 （図9-⑥）先端部を半球体状に研磨 

 

 

 

図8. 機器の各部の拡大 

図9. 各種の研磨状態 

① チゼル針回転部 ②Aグラインダー部 

③ 電源部②B グラインダー部の操作 
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材料 

 機器の製作に用いられた材料は、下表および図６のとおりである。 

 

 

  購入品一覧        

材料 部品名 単価 数量  金額 

合板 ベース 1,000 1/10  100 

スチールプレート ガイドレール類 400 1  400 

  ベッド類 100 2  200 

  アーム 150 1  150 

ＳＵＳ Ｌ型金具 軸受台 400 2  800 

電動ドリル チゼル用モーター 1,580 1  1,580 

  グラインダー用モーター 1,480 1  1,480 

ネジ関係 ボルト 20 35  700 

  ナット 10 8  80 

  ワッシャー 2 10  20 

  コーススレッド 149 16/100  24 

ゴム部品 プーリー 735 9/60  110 

  O リング 300 1  300 

  O リング 250 1  250 

ダイヤモンド 

     ディスク 
砥石 1,190 1/4  66 

塩ビ板 カバー 4,490 1/18  249 

ｽﾅｯﾌﾟスイッチ 起動スイッチ 450 2  900 

  電源スイッチ 250 1  250 

トレー 深 1,180 1  1,180 

  浅 599 1  599 

合計        9,439 

 

 当初、これらの材料は各種の廃材や流用品を多く利用しており、例えば、電動モーターは壊れ

たヘアードライヤー、スイッチ類は古いオーディオのものであった。すべての部品を購入した場

合の材料費は、上表に示すように、約10,000円程度である。 

 

 

                        

表1. 機器の製作に用いられた材料 
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特徴として以下の項目が挙げられる。 

 利点 

1. チゼル針の中心がほとんど狂わない研磨ができる 
2. チゼル針先端部を細くすることも可能 
3. 任意の角度に仕上げることができる 
4. 取扱が容易でだれでも操作できる 

欠点 

1. 操作の工程は多い 
2. 安全性に充分な配慮をしていない 
3. 部品が不揃い 

 
成果 

 チゼル針はこの研磨機によって「鋭利さ」「角度」「太さ」が任意に望めるようになった。また

チゼル針は作業中回転することがあり、針中心がずれている場合、針の｢横振れ｣が大きくなり化

石の狭い部分での作業は非常に困難であったが、「中心精度」向上によって安心して使用できるよ

うになった。その成果は恐竜類の化石微細構造部分、哺乳類やカエルなど小動物化石のクリーニ

ングで顕著に表れている。 

 このような成果は2012年アメリカでの「カエル全身化石」の学会発表、次いで2012年アメリ

カでの「研磨機開発」の学会発表などによって広く知られる所となっている。 

2012年の研磨機開発のアメリカ古脊椎動物学会（ＳＶＰ）発表（図11）では海外の研究者・

プレパレーターによって評価され、人によっては実演（図12）してみるなど盛況（図13）のうち

図10. 機器の製作に用いた各種材料 

土台 
ダイアモンドディスク 

ブロンズ板 

ドリル

キャスター 

Ｏリング

スイッチ

ネジ各種木ネジ 曲げ鋼板 

トレー 

ドリル

ゴムプーリー 

ガイドレール 

古電極 
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に終わった。この好評はアメリカ・シカゴのフィールド博物館主任プレパレーターである新谷明

子さんの協力によるところが大きい。 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

最後に 

 今回の研磨機の製作開始の指示をいただいた三枝先生、製作から学会発表まで入念なサポート

をいただいた池田先生、発表を薦められ学会でも猛烈なアピールを展開していただいた新谷さん

のお三方及び、同僚の技術員の方々に感謝・お礼申し上げます。 
                                        

図11. アメリカ古脊椎動物学会ポスターセッション 

図12. 装置の実演 図13. 盛況 
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小学生・幼稚園児にミヤマアカネに親しんでもらうための活動 

「あかねちゃんとその仲間を知ろう」 

 
辰巳淳子・浅倉景子・河田真紀・清水知子・清水 円・玉村佳子・辰巳 葵 

（ミヤマアカネ生態研究会「あかねちゃんクラブ」） 
 

新たな試み 

ミヤマアカネは、兵庫県レッドデータブックにも掲載されている赤トンボで、逆瀬川周辺には

大変多く生息しています。私達は７年前からこのミヤマアカネの生態を調査しており、仁川・逆

瀬川周辺を主な調査フィールドに、「マーキング」をしています。 

そしてこの生態調査以外に、学校や周辺地域に対してミヤマアカネを知ってもらうことで周辺

の環境に目を向けてもらうための活動もしています。具体的には、宝塚市立西山小学校における

「ミヤマアカネリサーチプロジェクト」・高齢者向けの「マーキング調査体験」に対する支援は毎

年続けています。 

昨年度からは小学校で「トンボのあかちゃん―ヤゴ―を知ろう」という講義も始め、本年度は

前述の西山小と宝塚市立丸橋小の2校で、実際のヤゴに触れながら、ヤゴの生態の話をしました。

丸橋小の周辺はあまりトンボが生息しない環境にあるので興味を持ってもらえるか心配でしたが、

その後ヤゴから羽化させたりという学習に発展したそうです。 

そして最も大規模な活動は、近隣小学校・幼稚園・住民が参加し、8 年続いている「みやまあ

かね祭」があります。特に本年度は、祭の会場が「宝塚市立西山幼稚園」となったことをきっか

けに、幼稚園児にもっと分かりやすくミヤマアカネを身近に感じてもらうための新たな企画をメ

ンバーと考えることになり、それが、紙芝居「逆瀬川のあかねちゃん」です。 

 

紙芝居のねらい 

幼稚園児にとっては、まず「ミヤマアカネというトンボが逆瀬川には育っているよ。」 
いうこと伝えることをテーマに 
・ とんぼは卵からヤゴ･羽化・成虫と大きな変化をする昆虫である。 
・ 川の生き物・地上の生き物両方に関わっている昆虫である。 
・ 逆瀬川にはいろいろな生物がいる。 
を表現できるようなストーリーと作図表現を心がけました。 
 

子どもの反応と祭で披露した効果 

いよいよ、「みやまあかね祭」で披露することになりましたが、たった12場面の短いストーリ

ーであったためか、大変熱心に見てくれたという印象が強いです。 

実は祭ではまず、実際に逆瀬川でミヤマアカネを捕まえてきて、その後に紙芝居を見るという

流れだったのですが、実体験の後すぐにミヤマアカネはこんな風に育っているんだということを

紙芝居で伝えられたのが大変効果的だったと思う。また、保護者・先生方の反応も大変良かった。 

 

今後の取組み 

 紙芝居というのは、構成しだいでは難しいことを簡単に伝えたり、大変興味をもってもらうに

は効果的な方法であると感じました。私達の主活動の調査で得られた大変面白い結果がいくつか

あります。しかしそれをみんなに伝えることは難しいです。今後はそれらの結果を伝える手段と

して紙芝居は有効でツールです。今後も積極的に取り入れていけたらと思います。 

紙芝居第２弾、第3弾乞うご期待！ 

共生のひろば 8号, 26-28, 2013 年3月 
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オイカワ君 
「ぼくのにじ色 きれいだろ」 
 オイカワ君が 川の中で クルリと 
 ターンして見せます。 
ドンコ君 
「おまえみたいな チビは そのうちオレ達 
 魚に食べられてしまうのさ。」 
 ドンコ君が いじわるく わらいます。 
 あかねちゃんは 悲しくなりました。

逆瀬川で 小さな たまごから 
ヤゴが産まれました。 
名前は あかねちゃん。 

あかねちゃん 
「よーし、いっぱい食べて  
 魚さんよりおおきくなるぞ。」 
 あかねちゃんは 
 水の中で 何回も皮をぬぎ 
 おおきくなっていきました。 

チョウさん 
「見て！ わたしは 
 お空を自由にとべるのよ！」 
 チョウさんが おおきなはねをひろげて 
 とぶすがたは とてもステキです。 

あかねちゃん 
「ぼくにも チョウのように 空が 
 とべるはねが あったらいいなあ！」 
 そうねがったあかねちゃんのはねは 
 すこしづつ長く りっぱになって 
 いきました。 

① 

② 
 

③ 
 

④ 
 

⑤ 
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あかねちゃん 
「そうか！ 水の中をでれば 魚さんに 
 食べられないし チョウさんのように 
 自由に空をとべるかもしれない。」 

 夏 
 あかねちゃんは 思いきって 
 水草をのぼりはじめました。 

 夜 
あかねちゃん 
「なんだか せなかが むずむずするぞ。」 
 あかねちゃんの せなかがわれて 
 白いからだが あらわれました。」 

 あかねちゃんは うつくしい 
 ミヤマアカネ になったのです。 

あかねちゃん 
「やったー 空をとべるぞ！」 
 こうして あかねちゃんは 
 逆瀬川で たくさんのなかまと 
 楽しく すごしています。 

⑥ 
 

⑨ 
 

⑦ 
 

⑩ 
 

⑧ 
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�

�

Didymoceras awajiense (YABE) Pravitoceras sigmoidale 
YABE D. awajiense 

50 P . sigmoidale D. awajiense
Patagiosites laevis

MOROZUMI Solenoceras cf. texanum (SHUMARD) Pachydiscus sp.

Pachydiscus awajiensis MOROZUMI Zelandites cf. varuna 
(FRBES) Libycoceras awajiense MATSUMOTO and MOROZUMI

Pachydiscus awajiensis MOROZUMI

P. awajiensis
Baculites sp.

1
(1985) �

) �
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P. awajiensis Patagiosites sp.
Baculites sp.

Nostoceras hetonaiense MATSUMOTO, Solenoceras cf. texanum
(SHUMARD) Pachydiscus aff. kobayashii SHIMIZU Hypophylloceras (Neophylloceras)
hetonaiense MATSUMOTO Gaudryceras sp. Hauericeras sp. Baculites sp.

Ainoceras sp.?

�

� � Pachydiscus cf. subcompressus MATSUMOTO
20 Pachydiscus aff. gracilis MATSUMOTO

Gaudryceras makarovense SHIGETA and MAEDA( 2) Gaudryceras sp.

Saghalinites sp., Anagaudryceras matsumotoi  MOROZUMI,
Zelandites cf.varuna (FRBES) P. cf. subcompressus Hypophylloceras
(Neophylloceras) hetonaiense  MATSUMOTO,  A. matsumotoi, Vertebrites sp.

Zelandites cf. varuna (FRBES)
Diplomoceras sp.

�

 1. Didymoceras awajiense  (YABE)

2. Pravitoceras sigmoidale YABE

3. Nostoceras hetonaiense MATSUMOTO

Didymoceras Pravitoceras
4. Solenoceras cf. texanum  (SHUMARD)

5. Baculites sp. 

2  Gaudryceras  aff. izumiensis 
Gaudryceras makarovense 
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6. Hypophylloceras  (Neophylloceras) hetonaiense  MATSUMOTO

7. Saghalinites sp.
�

8. Gaudryceras makarovense SHIGETA and MAEDA
Gaudryceras izumiensis

S G. izumiensis

9. Zelandites cf. varuna  (FRBES)
�

10. Pachydiscus awajiensis MOROZUMI

� Pachydiscas sp.
11. Pachydiscus aff. kobayashii  SHIMIZU 

P. awajiensis

12. Pachydiscus cf. subcompressus MATSUMOTO 
�

13. Pachydiscus aff. gracilis  MATSUMOTO 
�

�

14. Patagiosites laevis MOROZUMI 

15. Libycoceras awajiense MATSUMOTO and MOROZUMI 

 Pachydiscus aff.kobayashii, Hauericeras sp., 
Diplomoceras  sp., Ainoceras  sp.?

Pachydiscus aff. kobayashii SHIMIZU 



 33

�

�



Pravitoceras sigmoidale  
Didymoceras  awajiense
Pachydiscus awajiensis

Zelandites cf. varuna
Hypophylloceras Neophylloceras hetonaiense
Saghalinites sp. Pachydiscus subcompressus
Pachydiscus  gracilis  Gaudryceras makarovense
Nostoceras hetonaiense
Solenoceras cf.texanum Baculites sp.

34
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石屋川のプラナリアの謎を解く ～2年生環境科学セミナーからの知見～ 

住田光毅・内藤優弥・西村僚祐・伴 龍也・丸谷祥太・宮下大樹・森南直汰 
江口萌奈美・藤丸菜穂・堀江彩花・山本紗希・渡辺育未（兵庫県立御影高等学校） 

 

はじめに 

 本校の総合人文コースにおける学校設定教科、グローバルスタディ・環境科学セミナーでは昨

年度に石屋川のプラナリアの生態調査を実施した。その結果石組みで水流を穏やかにするとプラ

ナリアが増加すること、長径が10センチ以上の藻類が付着した大きな石に集まる傾向が見られる

ことなどが判明した。これらの結果を踏まえて今年度は 

① 石屋川のどの場所でもプラナリアの増加が見られるか 
② プラナリアは藻類を好んで集まっているのか 
③ 集まったプラナリアはどこから来るのか 
を課題として調査を進めた。 

 

調査方法  

① 石屋川のどの場所でもプラナリアの増加が見られるのか 
国道２号線と石屋川が交わるポイントから上流側と下流側100 メートル内の8箇所につい

て石組みをして水流を穏やかにし、餌を設置してプラナリアの数の変化を調べた。 

② プラナリアは藻類を好んで集まっているのか 
プラナリアが最も多く観察されるエリアで、プラナリアの数と石の大きさの関係を藻類の

付着の有無、水流の有無を条件にして調査した。またプラナリアを解剖して体内に藻類が

含まれるかを調べた。 

③ 集まったプラナリアはどこから来るのか 
プラナリアの増加原因が分裂によるものかどうかを調べるため、再生までの時間を遮光の

有無を条件に調査した。また生息域の川底の水温を測定してルーペで観察した。 

結果 

 観察領域を広げて調査すると、２号線の橋の下の

特定領域でのみプラナリアの著しい増加が認めら

れた。また大きな石に集まる傾向は、藻類の付着し

たもので顕著であった（図１）。また水流を排除し

た水槽内でもほぼ同様の結果が確認され、体内から

は藻類が検出されなかった。一方で切断したプラナ

リアでは遮光条件下では約１週間でほぼもとの大

きさに戻った。その際紫外線をカットしたフィルム

で遮光しても同様の効果が見られた。また増加の著

しい領域の川底をルーペで観察する小さなプラナ

リアがたくさん見られた。さらにその領域では水温の上昇時

期に川底水温の低下が認められた。 

まとめ 

 以上の結果よりプラナリアの増加の原因は、水流が穏やかになったことで、分裂して増えた可

能性、さらに川底のプラナリアが集合した可能性が考えられた。また再生する際は、紫外線を避

けるために大きな石の裏に集まると思われる。一方藻類の付着した石を好む理由は今回の結果か

らははっきりしなかったが、餌として利用している可能性は低いと思われる。さらに水温と川底

の温度の比較から、増加が顕著な領域の川底では伏流水としての湧き水の可能性が示唆された。 

図１ 個体数と石の大きさの関係 
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六甲山再度公園のキノコの多様性 ～標本や出現傾向からみた多様性の不思議～   

 

高野彩花・矢田部恵美・森下堅太・長田祐基・魚谷和秀・仁藤湧也・石田初音 

（兵庫県立御影高等学校  環境科学部生物班） 
はじめに 

本校では平成20年度から兵庫県立人と自然の博物館・兵庫き

のこ研究会と協力しながら六甲山のキノコの調査を行っている。

六甲山の再度公園（ふたたびこうえん）のキノコの多様性を標

本作成や種数予測、気温や降水量との関わりから明らかにした。 

調査方法 

①フィールド調査 

2008 年度より毎月一回、再度公園周辺のキノコを兵庫きのこ研究会と協力しながら調査した。

なお実施した生徒は総合学習（森から学ぶ）、学校設定教科（環境科学セミナー）、部活動（環

境科学部生物班）のメンバーである。5年間で100名以上がこの活動に関わった。 

②標本作成 

 採取したキノコは凍結乾燥し、ウレタンポリマー樹脂でコーティングして標本化した。 

③データ解析 

 2001～2011年度までの観察記録をエクセルに入力し、毎年新しく見つかる種数の減衰傾向を回

帰式に適合させ将来的な種数を予測した。またクロス集計によって出現傾向をグラフ化し、出

現頻度の高いキノコを抽出、気温や降水量とのかかわりを選好度指数などから分析した。 

結果 

5 年間で標本化したキノコは約 400 種 600 点

以上にのぼる。中にはワカクサウラベニタケな

どの絶滅危惧種も含まれる。また将来的な種数

を予測すると約1300種となった。一方出現傾向

を調べると、出現頻度の高いキノコは種数が少

なく、低いキノコは種数が多いことが判明した

(図１)。従って公園内の多様性は希少種が支え

ている。また出現率と降水量との関わりを調べ

ると、観察日からさかのぼった20日間の雨が有

効であった。この条件で高温少雨環境を好むキ

ノコを調べるとシロオニタケ、アシナガイグチ

などが該当した。これらは温暖化の目印になる 

かもしれない。さらに気温と降水量の選好度からキノコ1種ずつを精査すると、降水量よりも気

温の感受性に多様性が見られた。また一部の多雨に依存するキノコが雨に対する出現率を上昇さ

せ、さらに降雨回数の増加はキノコ全体の出現率を上昇させるスイッチのようにはたらいている

ことがわかった。これらの成果は日本生態学会（2010、2012）、COP10多様性交流フェア（2010）、

全国高等学校総合文化祭（2011）、全国野生生物保護実績活動発表大会（2012）などの県内外の様々

な場所で発表し、キノコの多様性を伝えながら六甲山の自然環境の保全を訴えた。 

まとめ 

 生物種の保全にはそれに関連する様々な生物、生態系の維持が不可欠である。多様性に富んだ

キノコが見られる森林は、生物を育む豊かな環境の証明である。このような郷土の自然を伝えて

ゆくことで、生物多様性の大切さを知ってもらいたい。 

図１ 出現傾向と種数の関係（バブルの大きさは種数に比例する）
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モジホコリの変形体の生きていく戦略とは 

 

吉橋佑馬 (兵庫県立三田祥雲館高等学校) 

はじめに 
 変形菌は菌類と動物の中間の性質を持った生物で、一

見すると小さなキノコのように見えるが、えさを求めて

動き回る変形体と呼ばれる時期がある。この変形体の食

性に興味を持ち、2005年からモジホコリ（Physarum 

polycephalum）の変形体について研究している。その過

程で、変形体はある種の食品（納豆、味噌、梅干）に対

し阻止円を形成することを明らかにした。阻止円とは変

形体が生きていける限界のところで作る円のことである。

阻止円を形成する阻害物質を明らかにする＜化学的観点＞

と、自然界における微生物との生存競争の関係を明らか 

にする＜生物学的観点＞から、モジホコリの変形体が自然 

界で生きていくための戦略を探った。  

 

検証方法 

化学的観点では物質に対する阻止円半径を測定した。 

生物的観点では培地や培養時間の違いが変形体の反応に違いが生まれ

るのかを実験した。 

 

結果 

 塩分に対する反応では海水程度の塩分濃度 

(3％)までなら、変形体は阻止円を形成しない。 

5％以上の濃度になると塩(NaCl)は、阻害要因 

となる。酸に対する反応では濃度が重要な条 

件となる。 

塩基性に対する反応でも濃度が重要である。 

微生物に対する反応では枯草菌に対する反応 

を除く全ての条件下で変形体が微生物を食べ 

てしまうという結果になった。 

 

考察 
 モジホコリの変形体の酸に対する阻止円形成には、酸の濃度が大きな要因となる。塩基は、酸性の

物質でできている細胞膜そのものに作用するため危険要因と言える。微生物との関係の検証で使った

カビや枯草菌は、変形体よりも酸に対しては圧倒的に強いという結果が得られた。他の微生物との関

係では、動くことができる変形体の方が優位になりやすく、変形体に対する阻害物質の有無が重要で

あると言える。ただし、変形体が阻止円を形成した枯草菌も、変形体が反応するような量の阻害物質

を作るには５日以上の時間がかかる。変形体は、「動く」という特質を活かし、動けないカビや枯草菌

が繁殖し勢力を増す前に、素早く動いて攻撃するという戦略をとっていると考えられる。この「動く」

という特質が、危険なものに対して阻止円を作り逃げるという行動にもつながっている。動くことで、

危険を回避し、動けなくなる子実体の時期までに、より良い環境に移動しながら成長することを変形

菌は戦略として選んだと結論づけられる。 

阻
止
円
半
径
（cm

） 

図3 塩分に対する反応 

塩分濃度(重量%) 

図1.変形菌の子実体と変形体 

図2.納豆に対する変形体の阻止円 

納豆 

阻止円 
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三木山森林公園の生物多様性への取り組みと特徴的なシダ 

 

増田貴志（三木山森林公園管理事務所）松尾幹生・中川貴美子(三木山サポーター) 

 

はじめに 

三木山森林公園は平成５年５月に三木市内に開設された面積８０haの県立公園です。 
開園以前は当公園を含む広大な区域が国有林として管理されてきたため、道路や住宅
や工場に接する市街地にありながら開発造成などの都市化の影響を受けることが少な
く、比較的良好な自然環境が維持されてきたといえる場所です。 
モリアオガエル・アカガエルなどの繁殖やトチカガミ・イヌタヌキモ・サイハイラン・
コクラン・ムヨウランなどの生育が現在の園内の自然環境を示しているといえます。 
また、キツネ・タヌキやハイタカ・カワセミ・フクロウなども確認しています。 
平成 21 年度からはこれまでの自然環境の維持管理を一層進めるべく、生物多様性の
保全に積極的に取り組んでおり、ススキ・チガヤ草原の創出や水辺環境の整備をはじめ
ました。 
そして東播磨地域の郷土植物であり秋の七草に代表されるキキョウ、ナデシコ、オミ
ナエシ、フジバカマや近年身近な場所から消えつつあるジュズダマ、タヌキマメ、ユウ
スゲなどを種子から育成し栽培しています。 

調査方法 

開園以来、園内の生物調査を継続しており、鳥・昆虫・植物・キノコのデータを蓄積
しています。また、当園の飛び地的な位置にある東地区１０ha は公園として一般開放
していないため開園以来ほとんど手つかずの状態で維持されており、郷土の自然を知る
貴重な手がかりとなる場所といえます。 
植物調査は平成２１年度からの新たなボランティア組織「三木山サポーター」のグル
ープ活動の一つである「植物調査グループ」が中心になって毎月２回の調査を行ってき
ました。 
また、平成５年の開園当初から「ひょうご森の倶楽部」が東地区を活動地として維持
管理に取り組んでおり、月１回の活動時に植物調査を継続してきました。 

結果 

現在確認している園内の野生シダは６０種で、その中では県内での自生地が限定され
ているオオカナワラビの発見が特筆できます。 
またイノデ類が５種あり、雑種系統についての詳細な調査が必要となっています。    
その他で特徴的なシダとして、ナンゴクナライシダ、キヨスミヒメワラビ、ハカタシ

ダ、ヤマイヌワラビなどを記録しています。 
 

まとめ 

地球環境の激変と異常気象の多発が世界的に問題となっています。 
 生物多様性の保全や必要性もそのような時代背景からの要請であるのでしょう。 
市街地にエアポケットみたいに、またオアシスみたいに取り残された三木山森林公園で
生きる動植物たちをこれからも注意深く見守っていきたいと考えています。 

 

 オオカナワラビ      ハカタシダ        モリアオガエル      タヌキ 
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「特産でＥＣＯ」～山の芋グリーンカーテンで涼しく、美味しく、節電しよう～ 

 

村山広夢・毛利莉緒・伊藤正貴・早川義希・中馬唯吹・糸川 駿・庄治 優介 
 曺 永河・柳原大樹（兵庫県立篠山東雲高等学校 しののめ山の芋研究チーム） 

 

  

１ はじめに 

現在、私たちが地球から得ている様々な資源は地球が誕生してから長い年月を掛けて作り上げ

てきた限りあるものです。環境白書より、人間の豊かさの追求が、限りある資源を消費し、地球

温暖化を進めている現状がわかりました。そこで、私は社会・経済・環境の３つの側面から持続

可能な社会の構築を目指し、友人と共に農都宣言をした篠山市に貢献したいと考え、プロジェク

トに取り組みました。 

「グリーンカーテンはなんでゴーヤなんだろう」 

そんな疑問からインターネットで検索してみました。「つるが利用でき、実を収穫し食べるこ

とができる」「栄養価が高い」などの理由からゴーヤのグリーンカーテンが全国に広がっていま

す。つるが出て、栄養価の高いもので…というグリーンカーテンのコンセプトから、近年激減し

ている地域の特産「山の芋」を用いてグリーンカーテンを作ろうというアイデアが生まれました。 

「ふるさとのグリーンカーテンがあってもいいのでは？」 

 そこで、山の芋グリーンカーテンの開発と普及に取り組みました。 

 

 

 

２ 研究の目的 

 ①地域の特産「山の芋」でグリーンカーテンを作ろう 

  ②山の芋グリーンカーテンの効果を検証しよう 

 ③山の芋グリーンカーテンの優位性を検証しよう 

 以上の３点から私たちのアイデアをかたちにするプロジェクトに取り

組みました。 
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３ 研究の計画 

 アイデアをかたちにする上で、 

①プランターを用いた栽培法の確立 

②カーテンにするためにつるのはわせ方の検証 

③収穫した山の芋の活用方法 

④環境学習、ふるさと学習、食育活動を地域と連携して行う 

 という、大きく４つの研究計画を立てました。 

 

４ 山の芋グリーンカーテンを作ろう 

まず、山の芋のグリーンカーテンを作る上で大きな課題として、プランターで栽培できるのか、

そして、影をどのように作るか、という２点があげられました。 

地元生産者に相談したところ、「プランターではツルも伸びないし、ましてや芋なんて、到底、

収穫できない」と完全に否定されてしまいました。「とりあえず、やってみよう」と気を取り直

し、実験を開始。先輩方が開発したウイルスフリー山の芋を用いることで、葉の大きさを利用し、

影を作ることにもチャレンジしました。 

 

６月に萌芽し、つるは順調に伸び、３階まで到達し、さらにその場で巻き付いていました。大

きな山の芋も収穫でき、１プランター４株で約１．１kgでした。しかし、斜めのネットを用いた

ことでつるが端に集まり、影があまりできませんでした。 

 

 



 
 

57

改善するために一株１本のヒモを張り、チャレンジ。つるが１メートルぐらい伸びた頃、摘心

をおこないました。つるを増やし、伸ばすことで葉を多く茂らせました。 

この改善策で被覆率が２３％から６７％に向上し、影を多く作ることに成功。適度に光を遮る

ことで淡い緑が心を和ませ、とてもきれいと好評でした。 

 

グリーンカーテンがかたちになり、気温差が最大で７℃、壁面温度差が１６℃、そして、室内

温度が３１℃から２９℃に下がりました。１日あたり２４０ワットの節電と８５．９ｋｇの CO2

削減となりました。さらに収穫量も１．１ｋｇから１．６ｋｇに向上し、一石二鳥の結果となり

ました。 
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山の芋グリーンカーテンの特徴は以下の５点です。 

 ①カーテンは７月中旬にできあがり、１０月中旬まで約４ヶ月楽しめます。 

 ②つるは一度絡めたら、摘心のみであとの作業はありません。 

 ③植え付け後は水やり、１回の摘心、１回の追肥で手軽にできます。 

 ④水を掛けすぎても、根腐れを起こしません。芋が大きくなります。 

 ⑤病害に強く、無農薬でつくることができ、 

  安心安全。高価な地域の特産「山の芋」が食べられます。 

 

その特徴から、まずは小学校での実践をお願いしました。 

 

５ 地域での実践 

植え付けから、つる直し、摘心、観察会、収穫、調理と食事会を企画し、篠山市環境課、農都

創造部、まちづくり協議会の方々と連携を図り、総合的な学習の時間で実践を行いました。 

初めて山の芋を見る子どもたちの輝いた瞳に感動し、山の芋の花やムカゴを見て驚く姿、収穫

し、芋の大きさを競い合ったその瞬間がとても印象に残っています。参加いただいた生産者から

も、「子どもたちが山の芋に触れる良い機会になった」とお褒めの言葉をいただきました。小学

生のために開発した「山の芋カレー」。この山の芋カレーをまちづくり協議会の協力を得て、小

学生と共に調理しました。全校生で食べる機会を作っていただき、総合的な学習の時間のまとめ

を行いました。子どもたちのレポートからも、非常によい経験になったことがわかりました。子

どもの体験活動の実態に関する調査からも、この経験が次代を担う子どもたちに地域や自然との

共生感を育む良い機会になったと考えています。そこで、この活動から山の芋グリーンカーテン

の優位性をまとめました。 

  ①小中学校での総合的な学習の時間で活用 

  ②ふるさと学習への発展 

  ③食育活動への発展 

  ④世代をむずぶ交流へ 

 以上の４点から、さらに多くの方々に活動を広めていくことにしました。 
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６ 普及活動 

地域の特産「山の芋」を使ったＥＣＯ活動。

そのコンセプトからキャッチフレーズを「特

産でＥＣＯ」と名付け、活動を続けています。

そして、今年度。篠山市内小中学校、養護学

校 全２３校中１６校で山の芋グリーンカ

ーテンをもちいた特産でＥＣＯの活動を実践

しています。 

篠山市環境課と共に山の芋グリーンカーテ

ンマニュアルを製作し、市役所で配布してい

ます。また、市役所や中央図書館、市民セン

ターなどの公共施設に山の芋グリーンカーテ

ンを設置しました。また、講習会を実施し、

市民のみなさんにもチャレンジしていただいています。さらに赤穂市の小学校や遠くは愛媛県や

京都府の方々にも広がり、３５０プランター１５００人が参加する「山の芋グリーンカーテン」

に発展しました。 

今年２０１３年２月２４日には篠山ロータリークラブの協力を得て、４００プランターを配布

する講習会を行いました。このように、私たちの活動は多くの方々の協力を得て広がっています。 

山の芋グリーンカーテンのコンセプトと広がりは、人と自然の博物館 河合雅雄名誉館長か

らお褒めの言葉をいただき、名誉館長賞を受賞しました。また、昨年１２月にはまちづくりの活

動として評価をいただいたり、環境教育・啓発活動が優れてると評価をいただき、地球温暖化防

止活動環境大臣表彰を受賞しました。 
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７ 研究のまとめ 

①地域の特産「山の芋」を用いたグリーン

カーテンをつくり、その効果を検証した。 

②市内小中学校、養護学校で山の芋グリー

ンカーテンを用いた環境学習やふるさと学

習、食育活動を展開した。 

③地域を巻き込んだ活動に発展し、まちづ

くりの活動や環境教育・啓発活動として、

高い評価を得た。 

 

８ 今後の課題 

家庭に普及させるために、小さなプランタ

ーでの山の芋グリーンカーテン実践と検証に取り組んでいます。３年目となる小中学校での実践

を検証し、総合的な学習の時間や地域連携活動として定着を図ることが必要です。そして、山の

芋グリーンカーテンを地域の誇りとして全国へ普及したいと考えています。 

 

９ 最後に 

「特産でＥＣＯ」の活動で丹波篠山の特産「山の芋」のことを多くの方々に知っていただくき

っかけになればと考えています。この活動を通じて、私たちのアイデアが農都ささやまのシンボ

ルになりました。非常にうれしいです。そして、多くの人にふるさとを愛してほしいと、今後も

活動を続けていきます。 

 

 

農都を宣言した兵庫県篠山市に貢献したい! 

しののめ山の芋研究チームﾞｷｬﾗｸﾀｰ：霧芋子（きりのいもこ） 
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大好きなビオトープとカワバタモロコ 

 

中藪洸貴・北園雅・村上碧・中谷颯樹（宝塚市立逆瀬台小学校 ビオトープ委員会） 

 

はじめに 

 私たちの学校は六甲山系の西のはしっこの行者山のしゃ面にあります。運動場のすみに三等三角点

があって、標高は２２０メートルです。とてもながめがよくて大阪や大阪湾がよく見えます。裏はす

ぐに山なのでリスやテンなどを見かけることがあります。野鳥もたくさんいて３年生は野鳥観察をし

ます。タカもよく見かけます。 

体育館の南側に私たちの自まんのビオトープがあります。この池はみんなの大好きな場所です。水

の中に入ってメダカやヤゴをつかまえられるからです。メダカは水辺に集まるので手ですくうのがお

もしろいです。６月にはモリアオガルがタマゴを見つけました。夏にはトンボやバッタをつかまえま

す。トンボはシオカラ、モノサシトンボ、ヤンマが多いです。先生の話では少し前まではショウジョ

ウトンボがいたそうです。夏の終わりにはミヤマアカネが多くなります。冬は池が毎日こおるので、

氷を割って遊びます。 

池の中にはメダカのほかにモツゴやカワバタモロコがいます。カワバタモロコは去年の５月にキリ

ンビオトープからゆずってもらいました。絶滅が心配されているカワバタモロコをふやすことも私た

ちビオトープ委員会の目標です。ビオトープ委員会は月に一回、全校生によびかけてビオトープのそ

うじをします。それから、春と秋に池の中の生き物を調べます。去年の秋の調査でカワバタモロコの

赤ちゃんは見つかりましたが、少なかったです。人と自然の博物館の田中先生が「モツゴが多すぎる

のではないか。」と言われたので、今年はモツゴをへらしてみることにしました。 

 

春の調査 

５月２２日の放課後、３つのトラップを池にしずめました。３０分後に引き上げるとたくさんの魚

が入っていました。モツゴ１４０匹、カワバタモロコ４６匹、カワムツ２匹。トラップをしかけたの

は１度だけだったので、池の中にはその何倍もの魚たちがいると思います。カワバタモロコがふえて

いるようで安心しました。 

 

モツゴへらし作戦 

つかまえたモツゴは、ほしい人にあげることにしてペットボトルを持ってきてもらいました。配る

日には、いっぱいの人が集まって大変でした。家で飼えなくなったら必ず学校に返すようにと書いた

手紙を渡しました。 

 

秋の調査 

 今年は音楽会があったので、秋の調査がちょっとおくれてしまいました。１１月２９日の昼休みに

池にトラップをしかけました。寒い日が続いたので長く水の中に入れることにしました。放課後引き

上げると・・・がっかりでした。メダカが１匹入っていただけでした。水温が１０度だったので寒く

て魚たちの活動が止まっていたのです。トラップのエサを食べに来なかったのです。 

 

これからのこと 

 来年の春にやりなおすことにしました。６年生は３月に卒業だけど、今の５年生に引き継いでもら

います。カワバタモロコがふえていることを願っています。 
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貝殻拾いから始まって 

 

谷口 新 

 

はじめに 
 長年貝殻を拾ってきては知らぬ間に紛失してしまうということを繰り返してきました。しかし

日本海側でアオイガイを拾ったのをきっかけに拾うだけでなく調べることを始め、さらにそれま

で見向きもしなかったウニ殻や人工物にまで興味を広げました。貝殻など自然の造形美や人との

かかわりなど興味の趣くまま集めて調べて標本にして楽しんでいます。ただし学名などの表示は

無し、親しみやすい飾りとしてのレイアウト、標本にしました。 

 

こんなことしてます 

 レジ袋でもいいです、ビニール袋を持って浜辺に行ってぶらぶらします。貝殻など目についたもの

を拾います。持って帰って洗って乾燥して名称、由来などを調べて標本にします。ちょっと横にそれ

てテーマを伝統文化から食文化に移せば魚屋さんで売られている貝でも一調べできます。クリーニン

グする際そのものに適した洗剤の種類、洗浄方法や可能な限り自然に近い質感、光沢を保てる材料、  

劣化を防ぎ長期保存に耐えられる薬剤を模索します。 

標本の材料を海で見つけてきます。こ

れはウニの仲間のオオブンブクです。

拾ってきたときは砂や海藻にまみれて

おり特有の悪臭を放っています。これ

を一ヶ月ほど水にさらし、最後に台所

用漂白剤で漂白します。思うように白

くなってくれなかったり、まだまだ漂

白剤の濃さや温度管理など課題を残し

ております。 

 このクリーニングの作業中に３割ほ

どが欠けるなどして失われます。入れ

歯の洗浄剤の方がいいなどの話も聞き

ます。ちなみに貝殻のクリーニングに                   

    はトイレの洗浄剤を使ったりします。 

 

ブンブク類は非常に脆いので海で見つ

けても家に持って帰る間に壊れてしま

ったという話をよく聞きます。漂白した

ときはさらに脆くなっているので標本

にする前に質感を失わないようにつや

消しラッカーを何度も吹いて強化（？）

しています。 

 また乾燥に弱いアコヤガイやタイラ

ギガイなどの貝殻はミツバチが作り出

す蜜蝋が質感も失われず今のところ最

適という結果を得ております。 

 

オオブンブクを水にさらしています 

漂白したオオブンブクです 
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標本の材料を魚屋さんで手に入れてきます。こ

れはアカニシガイです。紫色が高貴な色とされ

る時代その紫色は磯の小さな貝、イボニシから

集めたそうです。それをアカニシガイで実験し

てみました。 

 パープル腺という黄色い部分を取り出します。

このパープル腺、紫外線に当たると濃い紫色に

変色する性質があります。夏場の強い日差しの

下だとみるみる紫色に変色していく過程が楽し

めます。 

 

 

この紫色で絹糸を染めてみました。とてもし

っかりした濃い紫色に染まりました。水にさ

らしても全くといっていいほど色落ちしませ

ん。 

 しかしこの紫に変色したパープル腺は非常

に臭い！頭痛がするほどの臭さです。手が臭

くなります、家中臭くなります、近所中臭く

なります。でもアカニシ自体安く手に入るの

で実験してみる価値ありです。 

 

 

 

 

いろいろなことがたくさんわかってきました 

 あの貝殻は拾っておくべきだったとか何でこんなもの拾ってきたのかとか後悔を重ねつつ、数

が集まってくると自然にいろいろなことがわかってきました。貝などの生物はその地域の生態系

など自然環境を教えてくれます。その造形美は数式で表せることやまたは貝の利用による伝統文

化や娯楽にまでたどり着くことが出来ます。参考文献の少ないウニなどはわからないこといっぱ

いで見つけるとワクワクします。金属、陶器片、ガラスなど人工物は人の生活の歴史を考えさせ

てくれます。鉱物を探せば多くの場所に砂鉄があります、場所によっては石英の仲間なども普通

に転がっています。 

 

まだまだこれからです 

 波打ち際には貝殻、ウニ殻、甲殻類の殻、をはじめいろいろなものが打ち上げられていますが

最近目立つのが大量のペットボトルです。これらのゴミについても何か対策を考えないといけな

いようです。金属やプラスチックが台頭する以前、貝殻は陶器などと一緒に深く人の生活に浸透

していました。そのままの形で使われることは少なくなりましたがアワビやヤコウガイなど伝統

工芸の螺鈿に使われたり同じく工芸に用いられる胡粉も貝殻の粉です。調べると身近に沢山の貝

製品があります。日本海側と瀬戸内側では打ち上げられるものが違ってきます。季節によっても

その日の天気や時刻によっても違ってきます。大荒れの海なんか最高ですが他人に迷惑を掛ける

ことは絶対出来ません。それさえ気をつければまだまだ沢山のことを教えてもらえそうです。 

魚屋で手に入れたアカニシガイです 

アカニシガイのパープル腺で絹糸を染めました 
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ギリシャアテネの国際甲殻類学会に参加・英語での発表の報告 

 

川本愛奈・西山春佳（神戸市立六甲アイランド高等学校3年）・丹羽信彰（顧問） 

 

ギリシャアテネの国際甲殻類学会 The Crustacean Society summer meeting：10th Colloquium 

Crustacea Decapoda Mediterranea（6月2日‐8日）に参加して、英語で発表しました。昨年の

ハワイ国際甲殻類学会で見事に発表した先輩の研究を引き継いで、私達にとって、初めての海外

で、しかも、全て英語で発表という今までに経験したことのない重責に緊張しました。そのため、

私達は本番に向けて、この１年間準備を重ねてきました。発表内容は先輩のハワイの時と同様に、

指導の顧問の丹羽先生の2003年以来の兵庫県菅生川のヒルミミズの行動を観察してきた研究を

引き継ぎました。私達は実際2011年7月から11月にかけて兵庫県菅生川St.5芦田橋、St.6荒

木で採集したカワリヌマエビ属Neocaridina spp.に付着するヒルミミズ（Holtodrilus truncatus 

Branchiobdellida）を観察しました。 

日本語での発表：最初は発表の実践練習として、日本語で①兵庫県生物学会・神戸大学サイ

エンスショップ共催高校生私の研究発表会2011（2011年11月20日）で発表しました。その時

はホストから離した生きたヒルミミズも持参して展示し、動画の提示方法を検討しました。次に

②兵庫県立人と自然の博物館第7回「共生のひろば」発表会（2012年2月11日）に参加しまし

た。 この時もホストから離した生きたヒルミミズを展示しました。私達にとっては2回目のリ

ハーサルになりました。この時はプロジェクターを白板に投射しヒルミミズの動きを動画を使い

発表しました。ポスターと動画の解説とで少し大変でした。 

アテネでの発表本番（英語）：実際に本番では、先生がこれまでの研究の経緯と方法の部分を

英語で説明されました。その後、私達が結果の部分を担当し、入れ替わり英語で発表しました。

2回のリハーサルで好評だった動画を今回も使いました。その中でも、ヒルミミズの交尾シーン

や、「テナガエビ科はヒルミミズを食べてしまう発見」は話題になりました。私達はあまり英語

が得意ではなかったのですが、周りの方々の助けもあり、有意義な時間をすごすことが出来まし

た。特にサウジアラビアのHamad Al-Yahya博士が何かと私達に英語で話しかけてくれて、面倒

を見て下さり、とてもうれしかったです。お礼に日本の折り鶴を折ってプレゼントすると、博士

は鶴の羽に英語のメッセージを書いて下さり、心が通じ合いました。他にも多くの人と出会いま

した。英語やギリシャ語、ロシア語など日本語を一切使わない特殊な環境の中で、どの方々も私

達の拙い英語に最後まで笑顔で対応して下さり、とても感動しました。私達にとって大変貴重な

経験・刺激になったと思います。 

 

本報告は兵庫県生物学会2012研究発表会・神戸大学サイエンスショップ共催高校生・私の研

究発表会2012（2012年11月25日）で発表し、ポスター発表部門の兵庫県生物学会奨励賞の評

価を頂いた。また、2013年2月11日の共生のひろばでは、和田莉那（2年）、井上夕綺（1年）

が参加・発表し、ポスター発表部門の審査員特別賞の評価を頂いた。 
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国際甲殻類学会の大会プログラム 
世界のトップクラスの研究者と英語で堂々

と質疑応答できた。 

サウジアラビアの教授Hamad Al-Yahya博士（黒帽子

の方）が終始高校生に英語の手ほどきをしてくれた。

ビデオ動画でテナガエビ科はヒルミミズを 

食べてしまう瞬間を発表できた。 

ヒルミミズの交尾の動きもビデオ動画で発表した。 次々と集る外国人の聴衆に対して英語で堂々

と質疑応答ができた。 

ギリシャアテネでの発表風景

第 8 回共生のひろばでの後輩（高校 1、2 年生）の発表風景  

例年、海外で実際に発表した生徒は3年生であるため、引退して、受験などに専念しているた

め、後輩にバトンを手渡している。後輩（高校 1、2 年生）にとってこのポスター発表が来る

べき7月の中米コスタリカの国際甲殻類学会参加・発表の礎、絶好のリハーサルになる。 
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六甲山のブナ林における植物相の種多様性 

 

増井啓治（植物リサーチクラブの会） 

 

Ⅰ．はじめに 

 

六甲山は、大阪平野の西に端にあり、神戸市･芦屋市･西宮市･宝塚市にまたがって、人口

230 万人の大都市のど真ん中に聳える。最高峰は 931m で、その山頂部にブナ林がある。この

ブナ林には、どんな種類の植物がどんな割合で生育しているのだろうか？ 

そこで、六甲山のブナ林に生育する植物の種類ごとの量を測定し、大阪平野を取り囲む

山々の頂きにある他のブナ林と比較して、共通すること、異なることを明らかにした。 

 

Ⅱ．調査方法 

 

大阪平野を取り巻く山頂部にブナ林がある。六甲山、能

勢妙見山、大和葛城山、金剛山、和泉葛城山のブナ林であ

る(図 1)(以降これら 5 つのブナ林を大阪周辺のブナ林と

いう)。各ブナ林に、10ｘ10m のコドラート(方形の調査枠)

を田の字型に 4つ並べた調査区を、できるだけ離れた位置

に、3 ヶ所設置した(表 1)。コドラート数は各ブナ林とも

12 とした。そして、各コドラートに出現した草本から高

木にいたるシダ以上の維管束植物種について、樹冠面積を

測定し、種名を記録した。六甲山のブナ林は 2012 年に調

査し、他のブナ林のデータは増井(2013)によった。 

表１ 大阪周辺のブナ林に設置した調査区の概要 

ブナ林 調査区 コドラート数 標高 方位 斜度 温かさの指数 調査年 

六甲山 

紅葉谷右 4 795m N4度E 35度 

90℃・月 2012年 紅葉谷左 4 790m N10度E 38度 

黒岩谷 4 815m N35度E 33度 

能勢妙見山 

尾根下 4 590m N30度W 29度 

89℃･月 2011年 尾根上 4 610m N5度W 35度 

南尾根 4 620m N55度W 36度 

大和葛城山 

東尾根 4 865m S20度E 40度 

80℃･月 2011年 南尾根 4 870m S85度E 38度 

社殿西 4 875m S62度W 27度 

金剛山 

国有林 4 1045m N70度W 38度 

72℃･月 2011年 鳥居西 4 1065m S60度W 26度 

鳥居東 4 1080m N30度E 35度 

和泉葛城山 

尾根下 4 780m N70度E 34度 

82℃･月 2011年 上デッキ 4 820m N75度W 33度 

宝殿下 4 830m N35度E 33度 

・コドラート面積：10x10m。  各ブナ林に、3調査区、計12コドラートを設置した。 

・温かさの指数は最寄りのアメダスデータの1982～2011年の30年間平均値より0.6℃/100mの低減率で計算した。 

そして、六甲山のブナ林と他のブナ林に共通する点および異なる点を明らかにするために、

生育する種数とその樹冠面積を量的に比較した。比較は、100 ㎡コドラート平均での出現種

数の多さと種別の樹冠面積の均等性、および各ブナ林内の 400 ㎡調査区間での出現種の類似

性の 3点で行った。また、出現した種を、ブナ林によく見られる種(福嶋ほか,1995；宮脇ほ

か,1983)、アカマツ林によく見られる種(青木ほか,1998；松村ほか,2000；宮脇,1984)、照

図 1 大阪周辺のブナ林 
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葉樹林によく見られる種(服部ほか,2001)、およびその他に分けて、どのような森林によく

見られる種によってブナ林が構成されているかを質的に比較した。以降、それぞれの森林種

を、ブナ林構成要素、アカマツ林構成要素、照葉樹林構成要素、その他という。 

 

Ⅲ．結 果 

 

1. 種多様性の量的比較 
1）六甲山のブナ林に出現した植物種 

六甲山のブナ林に出現した種について、他のブナ林における出現状況と比較する形で、ブナ林構成要

素、アカマツ林構成要素、照葉樹林構成要素およびその他に分けて、一覧にした(表2)。 

 表 2 六甲山のブナ林に出現した種の 100 ㎡当り平均樹冠面積と常在度 

  六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 

 和 名 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常

ブ
ナ
林
構
成
要
素 

ブナ 26.442 Ⅲ 54.217 Ⅴ 40.482 Ⅳ 67.900 Ⅴ 36.147 Ⅴ

コハウチワカエデ 6.237 Ⅳ 2.775 Ⅲ 9.160 Ⅴ 6.929 Ⅴ 9.871 Ⅴ

リョウブ 8.122 Ⅳ 1.723 Ⅲ 3.017 Ⅳ 2.500 Ⅲ 15.196 Ⅴ

シラキ 3.007 Ⅳ 4.176 Ⅴ 0.0001 Ⅰ 13.683 Ⅴ 8.797 Ⅴ

タンナサワフタギ 1.064 Ⅲ 2.507 Ⅴ 0.881 Ⅳ 5.388 Ⅴ 0.071 Ⅱ

ウリハダカエデ 0.869 Ⅱ 0.950 Ⅱ 0.011 Ⅴ 1.426 Ⅴ 1.886 Ⅳ

イワガラミ 1.603 Ⅱ 0.262 Ⅲ 1.033 Ⅳ 1.270 Ⅴ 0.240 Ⅳ

クロモジ 0.452 Ⅴ 0.042 Ⅴ 0.033 Ⅱ 0.778 Ⅳ 0.914 Ⅴ

ミヤコザサ 0.019 Ⅰ 37.170 Ⅴ 62.192 Ⅴ 81.083 Ⅴ

スズタケ 33.051 Ⅴ 17.503 Ⅴ 3.943 Ⅴ 1.532 Ⅱ

ツタウルシ 0.001 Ⅰ 0.001 Ⅰ 0.005 Ⅱ 0.250 Ⅰ

ヤマボウシ 0.006 Ⅰ 1.758 Ⅰ 0.625 Ⅰ 

オトコヨウゾメ 0.152 Ⅲ 0.192 Ⅲ 0.465 Ⅲ 

ミズメ 1.583 Ⅰ 0.002 Ⅰ 

シロヤシオ 9.897 Ⅲ   

クマシデ 7.033 Ⅱ   

コミネカエデ 3.978 Ⅱ   

ベニドウダン 3.389 Ⅳ   

チゴユリ 0.027 Ⅱ   

ア
カ
マ
ツ
林
構
成
要
素 

ウラジロノキ 3.621 Ⅲ 0.413 Ⅱ 0.167 Ⅰ 2.754 Ⅰ 1.583 Ⅱ

コツクバネウツギ 0.028 Ⅳ 0.022 Ⅳ 1.396 Ⅴ 0.442 Ⅳ 0.130 Ⅲ

コバノガマズミ 0.002 Ⅱ 0.007 Ⅲ 0.403 Ⅳ 0.149 Ⅲ 0.508 Ⅲ

イヌツゲ 0.146 Ⅴ 0.586 Ⅴ 0.184 Ⅴ 0.042 Ⅳ 0.002 Ⅱ

エゴノキ 0.003 Ⅲ 0.001 Ⅱ 0.021 Ⅲ 0.0003 Ⅰ 0.196 Ⅰ

シシガシラ 0.007 Ⅲ 0.002 Ⅱ 0.079 Ⅳ 0.010 Ⅲ 0.049 Ⅳ

ウツギ 0.001 Ⅰ 0.003 Ⅰ 0.002 Ⅰ 0.128 Ⅱ 0.003 Ⅰ

ミツバアケビ 0.004 Ⅰ 0.0004 Ⅱ 0.035 Ⅴ 0.0001 Ⅰ 0.065 Ⅲ

サルトリイバラ 0.013 Ⅲ 0.010 Ⅴ 0.041 Ⅴ 0.008 Ⅲ 0.0003 Ⅱ

コナラ 2.483 Ⅳ 0.0001 Ⅰ 0.875 Ⅰ   12.667 Ⅲ

アオハダ 0.683 Ⅱ 1.317 Ⅱ 7.470 Ⅳ 0.417 Ⅰ 

ネジキ 7.081 Ⅴ 0.001 Ⅰ 0.208 Ⅰ   2.258 Ⅲ

カマツカ 1.518 Ⅲ 0.787 Ⅲ 2.359 Ⅴ 0.128 Ⅱ

ヤマツツジ 0.886 Ⅳ 0.017 Ⅰ 1.274 Ⅲ 1.671 Ⅱ 

コバノミツバツツジ 10.234 Ⅴ 1.737 Ⅳ   1.521 Ⅲ

クリ 2.142 Ⅲ 0.626 Ⅱ 2.500 Ⅰ

マルバアオダモ 2.018 Ⅲ 0.390 Ⅲ 0.525 Ⅰ 

カンサイスノキ 0.299 Ⅲ 0.002 Ⅱ   0.430 Ⅱ

ヤマウルシ 0.213 Ⅱ 0.006 Ⅲ 0.066 Ⅱ   

ゼンマイ 0.0001 Ⅰ 0.008 Ⅱ 0.005 Ⅱ

ムヤサキシキブ 0.183 Ⅰ 0.919 Ⅳ   

ウリカエデ 0.358 Ⅰ 0.025 Ⅰ         
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表 2の続き 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 

 和 名 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常 樹冠面積(㎡) 常

ア
カ
マ
ツ
林 

構
成
要
素 

コウヤボウキ 0.002 Ⅱ 0.0004 Ⅰ         

アカマツ 6.083 Ⅲ            

ホツツジ 0.003 Ⅰ            

シハイスミレ 0.0001 Ⅰ            

照
葉
樹
林
構
成
要
素 

ベニシダ 0.002 Ⅱ 0.011 Ⅱ 0.008 Ⅱ 0.018 Ⅱ 0.013 Ⅰ

ソヨゴ 0.953 Ⅲ 3.102 Ⅲ 0.249 Ⅲ     0.625 Ⅱ

イヌガヤ 0.010 Ⅱ   0.690 Ⅲ 1.025 Ⅱ 0.007 Ⅰ

シキミ 8.560 Ⅳ 19.501 Ⅴ 11.317 Ⅴ       

ツルシキミ 1.781 Ⅳ   1.353 Ⅱ 0.454 Ⅲ

ヒメカンスゲ 0.142 Ⅴ 0.084 Ⅴ 0.001 Ⅰ 

トウゲシバ 0.0001 Ⅰ 0.001 Ⅰ     

アセビ 9.855 Ⅴ   

そ
の
他 

ヒロハイヌワラビ 0.0002 Ⅰ 0.0017 Ⅰ 0.0008 Ⅰ 0.062 Ⅲ 0.005 Ⅰ

ハリガネワラビ 0.0067 Ⅰ 0.0043 Ⅰ 0.0002 Ⅰ 0.044 Ⅲ 0.004 Ⅰ

テンナンショウｓｐ 0.0001 Ⅰ 0.0001 Ⅰ 0.0028 Ⅱ 0.001 Ⅰ 0.003 Ⅰ

タムシバ 3.1258 Ⅲ 2.0008 Ⅲ 1.935 Ⅲ 3.578 Ⅱ

ハナイカダ 0.0026 Ⅰ 0.0009 Ⅰ 0.1025 Ⅲ     0.003 Ⅰ

ヤマイヌワラビ 0.0006 Ⅰ   0.0027 Ⅱ 0.039 Ⅳ 0.056 Ⅰ

イヌシデ 4.8833 Ⅲ 0.9167 Ⅰ     5.801 Ⅲ

ヒノキ 0.7333 Ⅰ 0.0917 Ⅰ 0.667 Ⅰ   

ナガバモミジイチゴ 0.0002 Ⅰ   0.0003 Ⅰ   0.007 Ⅰ

ヤマジノホトトギス 0.0003 Ⅰ 0.0012 Ⅰ   0.0001 Ⅰ

イヌブナ 12.5833 Ⅲ 19.4400 Ⅳ     

ナルコユリ 0.0060 Ⅰ   0.002 Ⅰ

ケアクシバ 0.0001 Ⅰ 0.0053 Ⅱ   

マツブサ 0.0001 Ⅰ 0.0043 Ⅱ   

クロソヨゴ 1.8250 Ⅰ   

オオカメノキ 1.8105 Ⅳ   

シロバナウンゼンツツジ 1.6246 Ⅴ   

ユキグニミツバツツジ 1.0676 Ⅲ   

マンサク 0.7750 Ⅲ   

オオバヤシャブシ 0.3333 Ⅰ   

バイカツツジ 0.2758 Ⅲ   

アマヅル 0.0250 Ⅰ   

イワカガミ 0.0231 Ⅲ   

ウスギヨウラク 0.0158 Ⅱ   

サワダツ 0.0098 Ⅱ   

コアジサイ 0.0073 Ⅱ   

ヤマシグレ 0.0009 Ⅰ   

コゴメウツギ 0.0008 Ⅰ   

ナガバタチツボスミレ 0.0001 Ⅰ   

・六甲山で出現した種のみを記載した。他のブナ林に出現し六甲山にない種は記載していない。

・「常」の欄は、各ブナ林での出現コドラート数/12 コドラート x100％を 20％刻みのⅠ～Ⅴのランクで常在度を表す。 

六甲山のブナ林に出現した総種数は82種/1200㎡であった。そのうちブナ林構成要素は19種、アカマツ

林構成要素は26種、照葉樹林構成要素は8種、その他が29種であった。大阪周辺のブナ林すべてに共通

して出現した種が21種、六甲山のブナ林にのみ出現した種が24種、六甲山と他のいずれかに出現した

種が37種であった。このうち六甲山のブナ林にのみ出現した種のなかにツツジ科のシロヤシオ、ベニ

ドウダン、ホツツジ、シロバナウンゼンツツジ、ユキグニミツバツツジ、バイカツツジ、ウスギヨウ

ラクがあり、また、高木層のアカマツの樹冠が半数のコドラートに広がることが、六甲山のブナ林を

特徴づけている。 
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2）種数の多さ 

 種多様性は、種数が多い方が高い。大阪周辺のブナ林の100㎡当りの平均出現種数を比較した(図2)。

六甲山のブナ林の平均出現種数は32.2種/100㎡であり、大阪周辺のブナ林の平均的な種数(31.9種/100

㎡)であった。 

 

3）種の均等性 

 種多様性は、種ごとの出現量が均等なほど高い。多くの種が均等にすみ分けている状態を種多様性

が高いとするものである。ここでは出現量として樹冠面積を用いた。また、均等性の指標として、相

対優占度曲線の傾き、ベルガー・パーカーの優占度指数(ｄ)およびシャノン・ウィナーの多様度指数

(H’)を使って比較した(図3,表3)。 

 

 

表3 大阪周辺のブナ林における出現種の均等性 （100㎡当りの種別樹冠面積で算出） 

均等性指標 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 平均 

ベルガー・パーカーの優占度指数(ｄ) 0.30 0.46 0.33 0.44 0.38 0.38 

シャノン・ウィーナーの多様度指数(Ｈ’) 3.29 2.33 2.80 2.42 2.66 2.70 

ｄ：数値が小さいほうが均等性は高い。    Ｈ’：数値が大きいほうが均等性は高い。 

各均等性の指標とも、六甲山における種間の均等性がもっとも高い値を示した。これはブナなどの優

占種が優占する度合の低さを示し、それぞれの種がより均等に樹冠を広げて生育していることを表わ

す。 

4）種の類似度 

 ひとつのブナ林内において、調査区により生育種が異なるほど多様な種構成があり種多様性が高く、

反対に金太郎飴のようにどの調査区も同じであれば画一的で種多様性が低いとなる。各ブナ林内の調

査区間の類似度を、樹冠面積を用いて、森下のＣλおよび木元のＣΠによって求め、その平均値を比

較した(表4)。 

表4 大阪周辺のブナ林における調査区間の類似度 （100㎡当りの種別樹冠面積で算出） 

類似度指標 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 平均 

森下のＣλ 0.554 0.928 0.664 0.858 0.841 0.769 

木元のＣΠ 0.548 0.922 0.659 0.855 0.837 0.764 

・類似度の値は各ブナ林内の400㎡調査区間で計算した類似度を平均した値である。 

・Cλ、CΠ  ：数値が大きい方が類似度は高い。 

六甲山における調査区間の類似度の値がもっとも低く、調査区の場所により生育する種やその樹冠面

積が異なることを示し、多様な種構成をもつ林分であることを表わしていた。 

 

  図 3 大阪周辺のブナ林における樹冠面積

の多い上位 20 種の相対優占度曲線 

曲線の傾きが緩い方

が均等性が高い。 

図 2 大阪周辺のブナ林の 

100 ㎡当り平均出現種数 
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2. 種多様性の質的比較 
1）ブナ林構成要素 

 ブナ林構成要素について、その種数および樹冠面積、そして高木層に優占するブナの個体

数、ブナの樹冠面積を比較した(表 5)。 

表5 大阪周辺のブナ林におけるブナ林構成要素の生育状況 （100㎡当り） 

 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 平均 

種 数 9.0 (28.0%) 5.9 (23.0%) 10.3 (24.9%) 12.7 (40.1%) 10.3 (35.8%) 9.6 

樹冠面積（㎡） 106.9 (54.7%) 68.3 (51.3%) 122.0 (61.2%) 178.1 (90.5%) 177.4 (77.8%) 130.5 

高木層ブナの個体数（本/100㎡） 0.3 1.4 0.8 1.2 0.8 0.9 

ブナの樹冠面積（㎡） 26.4 54.2 40.5 67.9 36.1 45.0 

ササ類の樹冠面積（㎡） 39.3 0.0 54.7 66.1 82.6 48.5 

（ %）：各ブナ林内での構成比。  能勢妙見山のブナ林にはササ類がない。 

六甲山のブナ林におけるブナ林構成要素は、種数が9.0種/100㎡であり、大阪周辺のブナ林の平均9.6

種/100㎡に近い、しかしその樹冠面積は106.9㎡/100㎡で、大阪周辺のブナ林の平均130.5㎡/100㎡に

比べ少ない。さらに高木層ブナの個体数は0.3本/100㎡と、大阪周辺のブナ林の平均個体数0.9本/100

㎡に比べ1/3の密度であり、ブナの樹冠面積も他のブナ林に比べて少なかった。なお、大阪周辺のブナ

林に共通して出現したブナ林構成要素は、ブナ、コハウチワカエデ、リョウブ、シラキ、タンナサワ

フタギ、ウリハダカエデ、イワガラミ、クロモジの8種であった(表2)。 

 

2）アカマツ林構成要素 

アカマツ林構成要素について、その種数および樹冠面積、そしてアカマツおよびコナラの樹冠面積

を比較した(表6)。 

表6 大阪周辺のブナ林におけるアカマツ林構成要素の生育状況 （100㎡当り） 

 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 平均 

種 数 11.1 (34.5%) 7.1 (27.7%) 13.3 (32.1%) 5.7 (18.0%) 7.2 (25.0%) 8.9 

樹冠面積（㎡） 38.0 (19.4%) 9.5 (7.1%) 42.3 (21.2%) 9.1 (4.6%) 33.4 (14.6%) 26.5 

アカマツの樹冠面積（㎡） 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 － 

コナラの樹冠面積（㎡） 2.5 0.0001 0.88 0.0 12.7 3.2 

（ %）：各ブナ林内での構成比。  六甲山以外のブナ林にはアカマツはない。 

六甲山のブナ林におけるアカマツ林構成要素は、種数が11.1種/100㎡であり、大阪周辺のブナ林の平

均8.9種/100㎡より多く、その樹冠面積も38.0㎡/100㎡と大阪周辺のブナ林の平均26.5㎡/100㎡に比べ

多い。さらに、高木層にアカマツが樹冠を広げる(6.1㎡/100㎡)という他のブナ林に見られない特徴が

ある。なお、大阪周辺のブナ林に共通して出現したアカマツ林構成要素は、ウラジロノキ、コツクバ

ネウツギ、コバノガマズミ、イヌツゲ、エゴノキ、シシガシラ、ウツギ、ミツバアケビ、サルトリイ

バラの9種であった(表2)。 

 

3）照葉樹林構成要素 

照葉樹林構成要素について、種数および樹冠面積、そしてシキミとアカガシの樹冠面積を比較した(表7)。 

表7 大阪周辺のブナ林における照葉樹林構成要素の生育状況 （100㎡当り） 

 六甲山 能勢妙見山 大和葛城山 金剛山 和泉葛城山 平均 

種 数 4.2 (13.0%) 9.2 (35.9%) 9.2 (22.2%) 3.7 (11.7%) 4.8 (16.7%) 6.2 

樹冠面積（㎡） 21.3 (10.9%) 50.2 (37.7%) 13.6 (6.8%) 2.7 (1.4%) 3.9 (1.7%) 18.3 

シキミの樹冠面積（㎡） 8.6 19.5 11.3 0.0 0.0 － 

アカガシの樹冠面積（㎡） 0.0 19.2 0.0 0.0 2.3 － 

（ %）：各ブナ林内での構成比。  六甲山のブナ林にアカガシはない。 

六甲山のブナ林における照葉樹林構成要素は、種数が4.2種/100㎡であり、大阪周辺のブナ林の平均6.2

種/100㎡より少ない、しかしその樹冠面積は21.3㎡/100㎡と大阪周辺のブナ林の平均18.3㎡/100㎡に

比べ多い。六甲山のブナ林では、高木層に照葉樹林構成要素はなく、アカガシの生育も見られないが、

低木層以下にアセビ・シキミの樹冠が広がっていた。 
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Ⅳ．考 察 

 

1. 大阪周辺のブナ林の共通点 
 大阪周辺のブナ林では、アカマツ林構成要素が、種数で6～13種/100㎡（平均8.9種/100㎡）生育し、

その樹冠面積は9～42㎡/100㎡（平均26.5㎡/100㎡）に広がる。このようにアカマツ林構成要素が、一

定の割合でブナ林に混生することが、大阪周辺のブナ林に共通する特徴である。これは布谷(1991)も

指摘している。 

 

2. 六甲山のブナ林の特徴 
 六甲山のブナ林は、生育する種数が32.2種/100㎡と大阪周辺のブナ林の中では平均的な種数である。

種ごとの樹冠面積は他に比べて均等に広がり種間の均等性が高い。また、ブナ林内の調査区間の類似

度が低く多様な種構成が見られる。このように六甲山のブナ林は、大阪周辺のブナ林のなかでは、種

多様性に富んだブナ林である。しかしながら、ブナの個体数密度が他に比べて少ないことが種間の均

等性をもたらし、アカマツ林構成要素の多さが調査区により異なることから類似度を下げているとい

う側面がある。また、アカマツが高木層に樹冠を広げていることを考慮すると、量的に測定した結果

によって、種多様性の高いブナ林であると結論付けることはできない。 

大阪周辺のブナ林を歴史的に振り返ると、六甲山の山頂部一帯は、明治前期まで、山麓の村々の入

会地であり、肥料とする草や柴を採取する草山として利用されていたことが、参謀本部陸軍部測量局

の明治19年(1886)測量の仮製地形図の地図記号から復元できる。そして、100数十年前の明治前期には

森林ではなく草原と灌木であった六甲山山頂部が、1900年以降の砂防造林によりアカマツ林化したこ

とを踏まえると、現在のブナ林はかつて谷部の急峻な崖地に遺存していたブナが徐々に広がったもの

と考えられる。一方、他のブナ林は、能勢妙見山は真如寺の境外林、大和葛城山は高天神社の森、金

剛山は転法輪寺(葛木神社)の寺林、和泉葛城山は高おかみ社の森というように、いずれも寺院や神社

の森林として近世以降続いているブナ林であった。すなわち、現在は同じようなブナ林となっている

山地であるが、かつての利用形態が六甲山のブナ林と他のブナ林では異なっていたのである。 

以上のことから、六甲山のブナ林は、大阪周辺のブナ林の中では均等性が高く類似度も低く種多様

性に富むブナ林ではあるが、これまでの利用形態が異なることから、他のブナ林のようにアカマツ林

要素が侵入し混生しているブナ林ではなく、ブナ林構成要素がアカマツ林に取って代わる途上にある

ブナ林であると特徴づけられる。 
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平成24年度 おおばこの会 活動報告「小川の生き物調査隊」 

 

おおばこの会 参加メンバー 

小林賢二・岡崎聡郎・小田昌代・小林爽子・高田 要・田中愛子・東一文代・西尾勝彦・ 
西田 猛・藤本國雄・古田洋理・前谷順子・松永惠子・山田 登・山本英夫・吉田士郎 

 
■はじめに 

私たち「おおばこの会」は、地域の子どもたちに、四季を通して自然に親しむなかで動植物

の生命の営みの巧みさを体験してもらうため、観察会やサポート活動に取り組んでいます。

今年度の主な活動は、小野アルプスでの自然観察会、小川の生き物調査隊、鳴く虫観察会、

貴石探し、野鳥観察会、小学校の環境学習サポートなどです。これらの活動の中から、7 月

に行なった「小川の生き物調査隊」の概要を紹介して今年度の活動報告といたします。 

 
■「小川の生き物調査隊」の活動概要 

  日 時：平成 24年 7月 21日（土） 10：00～12：00 
  参 加 者：小学生 21名（2年生:1名、3年生:2名、4年  
  生；9名、5年生；8名、6年生；1名)・保護者数名 
  場 所：小野市下来住町  前谷川 
  内 容：①小川の中にどんな生き物がいるかな？ 
       （川の中の調査) 
       ②珍しい生き物はいたかな？（捕まえた生き物の発表） 
        ③外来種（小川周辺の動植物）の話～人と自然の博物館 小舘誓治先生      
   ＊安全のための行動ルールについて説明 
   ＊小川の環境破壊に繋がる行動ルールについて説明 
   ※前日：小川の安全確認・周辺清掃、仕掛け（モンドリなど）を準備 
   ＊参加者へのアンケートを実施 
 
■生き物調査結果および参加者アンケートから 

●今回の生き物調査では、捕れた魚の種類が少なかった。 
●捕れた主な生き物～アメリカザリガニ、タニシ、カワニナ、

ヤゴ、ドジョウ、テナガエビ、ヌマエビ、ドンコ、ドジョウ、

カワムツなど。（昨年度は、ヨシノボリ、ヌマムツ、フナ、

アブラボテ、スジエビなども捕れた。） 
●アンケート結果からみると、もっと沢山の魚が捕れることを期待して参加した子ど

もたちにとっては、ザリガニやヤゴ、タニシ等ばっかりで期待はずれのようでした。

一見生き物が見当たらない小さな小川の中にもいろんな生き物が生息しているこ

とに驚き、また嬉々として濡れることさえ楽しんでいる姿を見ると、我々メンバー

も報われた気持ちになりました。 
 

■おわりに 

  たくさんの魚や生き物を捕まえたいと願う子どもたちの期待に応えるためにも、多

くの生き物が住める環境が一日も早く回復することを願って止みません。我々も今

後の活動に、それぞれの立場で頑張って参ります。 
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ITを活用した自然愛好者の交流の場づくりの実践 

 

今給黎靖夫・清水孝之（神戸いきもの会議） 

はじめに 

「きれいな花を見つけたけれど名前が分からない？身近に植物に詳しい人がいたら直ぐに教えて

もらえるのにな～」と、植物に限らず、昆虫や野鳥など、自然に関する知りたいことや疑問を抱え

ている人は多いことでしょう。そんな皆さんを手助けするパートナーを「神戸いきもの会議」は目

指しています。当会は昨年９月に設立したばかりの会ですが、植物を始め、野鳥、昆虫、魚類など

幅広い分野に詳しいスタッフが集まり、会員や市民の皆さんの自然に関する多様なニーズにお応え

しています。さらに、「自然を愛するみんなの井戸端会議」をキャッチフレーズに、素早く、気軽に、

そして幅広く自然情報を伝え、交流する場として、ITの幅広い活用の仕方を探求しています。 

 

本会の目指すもの 

植物、野鳥、昆虫など、特定の生物を対象とした愛好者の集まりはすでに数多くありますが、分

野の枠を越え、あらゆる生物や自然に興味のある人を対象とした集まりは数少ないのが現状でしょ

う。ある一つの分野を深く追求することはもちろん大切なことですが、さらなる進展には、自然に

関する知識を広く吸収することが不可欠です。様々な分野の愛好者が一つに結集することで、初心

者においては自然についての知識の習得はもちろんのこと、楽しみ方や接し方の手法を学び、その

奥深さを知ることができるでしょう。また、ベテランにとっても、多くの同好の士との交流を通じ、

専門分野の情報や知識が益々集積され、ホットな話題を見聞きすることで活動の励ましを得る場に

なるでしょう。 

子供から大人まで、初心者からベテランまで、様々な人が生物と自然という共通の興味で集うこ

とにより、自然についての知識をお互いに深め合い、さらには身近な自然の現状をより正しく知り

記録する活動を推進します。 

 

本年度の活動実績 

本会の活動の拠点としてHPの開設と充実を進めました。生物

愛好者にとって種の名前を正しく知ることが全ての基本という

観点から、会員が個人的に構築している植物、野鳥、昆虫、淡

水魚類などの種名検索サイトを結集して、初心者が和名や画像

で調べられる生物の検索サイトを作りました。同様の趣旨で、

自然情報をアップできる画像掲示板を設置しました。投稿され

た画像や記事について、専門のスタッフがコメントや質問等に

お答えする体制を整えました。その他HPでは、会主催の観察会、

調査会の案内と募集の情報を発信しています。 

野外の活動では、昨年の晩秋に植物観察会を、昆虫類・クモ

類の調査会を昨年の秋と冬に2回実施しました。観察会の記録

はブログに公開し、調査会の記録は確認種の種リストや注目さ

れる種の画像とともにレポートをHPで公開しました。 

さらに、会誌の創刊号を秋に発行しました。各分野で活動を続ける会員により、各人の現地調査

による貴重な記録や初心者からベテランまで楽しめる記事で構成される電子版の会誌です。 

 

これからの活動目標 

神戸を拠点に全国の自然を愛する人のインターネットを活用した交流広場のさらなる広がりと発展を

目指します。観察会や調査会の活動で得られた資料を基に、郷土に生息・生育する生物の現況を把握し、

その生物資源としての活用、保全保護活動などに一層寄与することを目標に、活動の充実を図ります。 
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さんだネイチャークラブの活動 

 

虎谷久雄（さんだネイチャークラブ） 

 

さんだネイチャークラブの結成 

「さんだネイチャークラブ」の結成は2003年5月17日に三田市環境課の呼びかけによる自然観

察インストラクター養成講座でした。 当日はフラワータウン市民センターで菊田穰先生（兵庫県

自然観察指導員）の自然観察講座と駒宇佐八幡神社自然観察を行い観察手法の一端を学び、以降

多岐にわたる自然観察手法の習得に向けて現在まで観察会を継続しています（菊田先生には現在

も指導とクラブの会長をお願いしています）。 

自然観察と言っても季節によって、植物・鳥類・川魚・昆虫・キノコ等も多種類に渡るもので

あり、発足以降現在まで三田市・兵庫県内で観察を継続して種の確認数の拡大及び自然環境の推

移についての学習に努めています。現在では会員自身も各々独自の視点で観察をし始めている部

分もあり今後が楽しみです。  

クラブとしての活動は年4回の定例観察会と時期によってホタル・鳴く虫・紅葉等の観察を行

っています。 2007年度より観察成果の発表の場として毎年秋にウッディタウン市民センターで

写真展を継続して開催しています。 

2011年度には会員が自然観察インストラクターとして市民の皆さんに活動の成果を発表する

観察会を開催、会報を発行するとともに年度単位の学習会を初めて行ない今後の定着を目指して

います。  

 現在会員は31人、来年度はクラブ創設10周年を迎えるので更なる内容の充実を検討し実行す

る予定です。  

 
2012年度の活動報告(さんだネイチャークラブ会報「三田の自然」を展示) 
 5月 20日(日) 但馬高原植物園の自然観察 
 6月 17日(日) 青野川 ホタルの観察会 
 7月 1日～29日 多世代交流館での写真展 
（8月 5日～26日 人と自然の博物館、10月 27日・
28日 高平ふるさと祭り11月3日～ ウッデイタウ
ン市民センターでも実施） 
 7月29日(日) 夏の自然観察会 有馬富士公園 夏
のキノコ観察 
 9月16日(日) 秋の自然観察会 乙原～大根川～天
満神社 
 9月 25日(火) ミツカン三木工場・よかわ里山公園
ビオトープの見学 
10月 21日(日) 秋の自然観察会(一般募集)。高平ふ
るさと交流センターから観福の森へ、キノコ、シダ類

等観察。 
11月 18日(日) 六甲森林植物園 
1月 13日(日) 冬の自然観察会 平谷川緑地。29種
の野鳥を観察。 

2月 10日(日) 今年度行事確認と擬似多年草に関する学習会開催。 
 詳細は http://s-nature-2003.jimdo.com/もご覧下さい。体験参加や一般参加者を募集してい

る行事があります。一度参加して三田・兵庫の自然を肌で感じませんか? 
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木材化石 wood fossil 
 

石川貴一・坂本純一・堤 光・中川達貴・中西映穂・和田純麗 
（兵庫県立三田祥雲館高等学校 １年） 

 

 西播磨の福地渓谷の泥岩層に埋まっていた木材の化石から、うすく剃りとった切片からプレパ

ラートを作成した。細胞の構成を顕微鏡で観察して、現生の木材と比べて木材の種類を特定した。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

共生のひろば 8号, 76, 2013年3月 



 77

身近な植生調査 
 

足立功至・古西将大・麻野翔太・村上太亮・小西 椋・吉橋佑馬 
（兵庫県立三田祥雲館高等学校 １年） 

 

1ｍ×1ｍの調査区をつくって、人工的な草原であるシバ群落と、二次草原であるチガヤ群落の

植生の違いを調べた。植生高は人が刈るのでシバ群落は低く、チガヤ群落は高く、人の手が常に

入るシバ群落では極端に植物の種類が少ないことなどがわかった。 
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植生調査と植物の特徴 
 

小林匠・阿食章子・中江祐香・木下愛理・倉本夏奈・森岡恭平・鈴木健秀 

（兵庫県立三田祥雲館高等学校 １年） 
 

三田市深田公園で、シバ群落とチガヤ群落の植生について調べた。チガヤ群落ではシバ群落よ

りも、主根と側根で構成される植物が多く見られた。シバ群落には見られなかった帰化植物がチ

ガヤ群落にはいくつか見られた。 
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カワバタモロコぎょぎょっ！！ 
 

福羽このみ・樋口明日香・藤島拓樹・元永光太郎・山田壱丸・國見祐介 
（兵庫県立三田祥雲館高等学校 １年） 

 

ビオトープに生息するカワバタモロコの個体数と移動についての調査を行いました。カワバタ

モロコを４地点で捕まえて、異なる場所で鰭を切りました。再捕獲をした結果、あまり移動して

いないことなどがわかりました。 
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絶滅危惧種、カワバタモロコについて 
 

石井柊平・田中 敦・津村美沙紀・増田葉月・松本泰平・森田陽介 
（兵庫県立三田祥雲館高等学校 １年） 

 

ビオトープに生息するカワバタモロコの増殖傾向についてキリンビール神戸工場のビオトープ

で田中哲夫先生監修のもと調査を行った。カワバタモロコの推定個体数は２９４７匹と２００２

年の放流時２４１匹と比べると、個体数がとても増加していることなどがわかった。 
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六甲山自然案内人の会の目的とその活動 
 

武川雄二 

（六甲山自然案内人の会） 

 

当会の目的・沿革・概要と主な事業を紹介します：①一般人を対照に毎月行う定例観察会、②

１年を通じて行う「六甲山のエキスパート養成自然観察講座」、③小学生を中心としたグリーン

サポート、④野生生物調査、⑤環境学習プログラム・イベントセミナー参加、⑥自主研修など。 
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日高町太田スコリアはぎ取り展示 
 

岡 記左子・石ころくらぶ一同 

（石ころくらぶ） 

 

神鍋高原の太田（ただ）会館の裏に、神鍋火山群の成り立ちの順番が重なって見えている場所

があります。その地層をはぎ取って、それぞれの層の火山灰の鉱物を洗って、顕微鏡で見てみま

した。 
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地形模型の展示 
 

藤本守美・石ころくらぶ一同 

（石ころくらぶ） 

 

 ５年来継続して山陰地方（山陰海岸ジオパークを中心）の地形模型を石ころクラブとして製作

しています。模型の等高線で山陸の高さはもちろんのこと、色分けによってその場所の地層の特

徴、岩石の種類などが一目瞭然に分かるようになっています。 
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西播磨のタキミシダ 
 

柳川 宏 

（兵庫県植物誌研究会） 

 

 タキミシダは、渓流沿いに生えるシダ植物で、長さ8cmくらいの靴べらのような形をした厚い

葉をしています。兵庫県では西播磨で２ケ所の採集があるだけで、県レッドデータAランクに指

定されている絶滅危惧植物です。ここ数年、西播磨の渓谷を探索したところ、数cm程度の小さな

タキミシダを数カ所で見つけることができました。その形や環境について報告します。 
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六甲山の自然に親しむ会 
 

遠井方子 
（六甲山の自然に親しむ会） 

 
 六甲山地は身近な山です。「六甲山を歩きながら自然を観察し、自然と人との関わりを考える」
を目的に、毎月1回（第3金曜日）あちこちを観察歩き、1月には154回を数えました。四季折々
の六甲山を賞でながら、植物観察中心に時にはバードウオッチング、六甲山の様々な歴史も思い
起こし、学び合い、楽しむ会です。その様子をご紹介します。 
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なんでも発表しよう 

 

浦野信孝（NPO 法人 大阪自然史センター 理事） 

 

 
 

 このたびは、第８回共生のひろばにお招き頂き、ありがとうございます。大阪自然史センター

と言ってもご存じの方は少ないかと思いますが、大阪市の長居にある、大阪市立自然史博物館の

友の会を母体としてできた、NPO 法人です。個人的には、動物病院を開設し仕事をしている傍
ら、大阪近郊に生息する洞穴性コウモリの研究をしております。 
 
 昨年のことになりますが、自然史博物館のメーリングリストに、こんな話が流れてきました。

大阪府の南の方にある水産試験場に、近くの漁師さんが「ブヨブヨした、訳のわからない生き物

が浮いていた」と言って、ある生き物を持ってこられたそうです。体は寒天質で大きさは４０ｃ

ｍを超えており、そのほとんどが口なのだそうです。受け取った研究員が、この動物はヤマトメ

リベという、ウミウシの仲間だと同定されました。 
 その方が報告例を探したら、紀伊半島の南の方での報告は見つけられたそうですが、大阪湾で

は初記録じゃないか、ということでマスコミにも連絡したところ、その姿が非常にユニークなの

で新聞にも掲載されました。でも、この報道があってから、２，３年前に淡路島沖で捕獲されて

いることがわかりました。大阪湾で初めてではなかったらしいです。さらに、今度は、水産試験

場のすぐ目の前で採れていた情報が出てきたり、ある漁師さんの話では底引き網にいっぱいドロ

ドロしたものが入ったことがあり、漁師さんはクラゲと思っていたらしいですが、相談を受けた

別の研究員は、その時は結局何の生き物かわからなかったが、今から思うとこのヤマトメリベだ

ったらしい、との話も出てきました。 
 実は、最初の淡路島の個体は自然史博物館に持ち込まれて、標本になっているのが、あとにな

ってわかりました。初記録だけが貴重というわけでも無いのですが、受け取った学芸員もどこか

へ報告する必要性は感じていたらしいですが、特別展の準備などの用事にまぎれて、できなかっ

たそうです。もっとも、その時に公になっていたらそれを受け取った研究者の方も、こんな形で

大騒ぎしなかったかもしれませんし、そうなると私もこの生き物を知るきっかけがなかったかも

しれません。 
 
 私が研究しているコウモリでいえば、オヒキコウモリというコウモリがいます。名前の通り、
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尾が体の後ろの幕から飛び出しているコウモリです。私が研究を始めた当時は、図鑑には、日本

では数頭しか見つかっていないので偶発種、大陸から気まぐれに飛んできているのではないか、

と言われていました。それが、不思議に、学校の校舎で何度か見つかっており、学校が好きなコ

ウモリだなあ、とも思っていました。 
 ところが、２０００年頃、このコウモリが広島の高校で、数百頭単位で出産保育しているのが

見つかりました。コウモリ研究者の中では大きなニュースでしたが、学校関係者は、何年も前か

らコウモリが住み着いているのを知っていたらしいです。このコウモリは、最近、海岸近くの小

さな島や、岩場の隙間などでも、あちこちで見つかりだしています。そういう小島では、ミズナ

ギドリなどが繁殖していて、鳥類研究者が調査のために、島に渡っています。その方たちは、何

年も前から、岩の隙間で鳴く生き物の存在は知っていたらしいです。今から考えると、それがオ

ヒキコウモリだったのではないかと思っています。 
 
 コウモリではこういう話はよくあって、ヒナコウモリというコウモリも、私が研究を始めたと

きは、日本で数カ所しか繁殖地が見つかっていませんでした。それが、私の仕事場から５分くら

いの民家で出産しているのが見つかってびっくりしていたら、今度は息子が勤務している高校の

建物で出産しているのが見つかりました。今まで、数カ所でしか繁殖していないというデータは

何だったんだろう、って思うほど、一気に身近な生き物になってしまいました。ちなみに、この

高校でも、職員の方は何年も前からコウモリが住み着いていることを知っていたそうです。愛知

県では、民家の屋根裏に住み着いたコウモリをアブラコウモリとして判断していましたが、何年

か後に当時の記録写真を確認したところ、ヒナコウモリであることがわかった例もありました。 
 
 このように、どんな小さな発見でも、きっちり記録として残すことが大事だと思います。そし

て、何らかの形で公表することが大切でしょう。私たち、市民レベルの研究者では、専門的な学

会となるとどうしても敷居が高くなります。この、「共生のひろば」を利用すれば、手軽に観察

した事を公表できると思います。その発見がどれくらい意義があるのか、今後、どのように観察

を続けるのかなどは、学芸員と一緒になって考えていけば良いと思います。また、このような利

用の仕方ができるのが、このひとはくの良いところだと思います。 
 
今後も、この「共生のひろば」を舞台に、小さな発見が大きな成果になることを期待しています。 
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「共生のひろば」と市民研究 
 

武田義明（神戸大学大学院人間発達環境学研究科／神戸大学サイエンスショップ） 

 

 
 

 昨年に続き、第 8回「共生のひろば」参加しましたが、今回も多様な発表がありました。 
口頭発表 12件、ポスター発表 28件で、昨年よりやや減ったのが残念ですが、若い高校生の発
表が増えたのが印象的でした。また、口頭発表とポスター発表の両方を行っていた団体・グルー

プもありましたが、どちらかだけにすればもう少し多くの発表が期待されたのではないかと思い

ました。昨年多かった里山関係の発表が少なかったのも残念でした。 
 今回の発表も子どもからシニアまで幅広く、市民活動の広がりが感じられます。特に、紙芝居

をつかった「あかねちゃんとその仲間を知ろう」は幼児にも分かり易くミヤマアカネの生態を知

ってもらおうという取り組みは印象的でした。さらに、高校生の黒大豆に関する研究とかヤマイ

モのグリーンカーテンなどの研究は地元の産物と結びついた研究は地域の産業に貢献するもので

評価されると思います。また、国際学会に参加し、英語で発表した報告は、高校生の活躍が国内

だけでなく世界にまで広がるものです。このように高校生の発表は将来を期待させてくれるもの

でした。 
 市民の研究も地域に根付いたもので、地道な活動が評価されます。世界的に生物多様性の危機

が叫ばれていますが、その保全の取り組みは地域から行わなければなりません。そのためには地

域の自然をよく知る必要があります。研究者は全ての地域を調査研究できるわけではないので、

市民や住民の地域的な取り組みは非常に重要になります。私も吹田市で「紫金山みどりの会」や

「吹田みどりの会」で活動しています。「紫金山みどりの会」は約 10年前に結成され、吹田市紫
金山公園で里山管理を行っています。紫金山公園は約 11ha で里山の一部が残されています。当
初、都市型の公園として整備される予定でしたが、市民の要望で里山を活かした公園として計画

されることになりました。しかし、里山の遷移が進みアラカシ、クロバイ、カナメモチなどの常

緑樹が増えコバノミツバツツジやモチツツジが衰退し、花つきが悪くなっていました。紫金山と

いう名前は、以前は春になるとコバノミツバツツジが咲き誇り、山が紫に見えることから、その

名がついたといわれています。そこで、自然遷移に任せる部分と里山管理を行って夏緑樹林やア

カマツ林として維持するエリアを設定し、活動を行ってきました。その結果、今ではコバノミツ

バツツジが再生し、見事な花を咲かせるようになり、吹田の名所の一つとなっています。 
 一方で、吹田市の残されている緑地は孤立していてモウソウチクの繁茂しているところが多く
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見られます。吹田の千里丘陵はタケノコの産地として有名で、各所にモウソウチクが植えられて

いました。それが、この地域が開発され、里山の一部が緑地として残されたのですが、モウソウ

チク林も含まれていました。この竹林が孤立した緑地に広がり、アカマツ林やコナラ林を駆逐し

てきています。モウソウチクが広がると常緑のため下になった植物のほとんどが枯れてしまい、

タケしか残りません。吹田市の第４緑地にはヒメボタルが棲息しており、吹田市の天然記念物に

指定されています。しかし、そこにもモウソウチチクが繁茂し、ヒメボタルも脅かされるように

なりました。そこで、「吹田みどりの会」ではタケを伐採し、下草の回復を図り、ヒメボタルの住

みやすい環境をつくろうとしています。その成果も徐々に出てきています。このような活動には、

あらかじめ管理計画を立てる必要があり、そのために専門家の助言も必要でしょう。また、管理

に際しては公共の土地であり、周辺住民や行政の理解・支援も必要となります。人と自然の博物

館には、市民や住民に助言できる人材が揃っており、期待されます。 
 市民の研究や環境保全の活動を一般の人や他の団体に知ってもらうことは活動の広がりや発展

に繋がると思われます。この「共生のひろば」は、自分の団体の活動をしてもらう以外に、他の

団体の活動を知るという点で、非常によい機会だと思われます。最後に、さらなる発表や交流の

機会が増えることを期待します。 



 91

８回目の共生のひろば 
 

岩槻邦男（兵庫県立人と自然の博物館 館長） 
 

 

 

 「共生のひろば」も８回目と歴史を重ねてきました。企画しているひとはくにとっても、

２０年の歴史のうち８年にわたってこの事業を育ててきたことになります。ひとはくでは活

動の柱のひとつに、連携グループや連携研究員と恊働した活動を構築し、その成果を公表す

ることをあげています。だからといって、調査研究活動に専従しているわけでもない人たち

に特化した発表会を企画することなど、最初は、風車に向かって突進するドンキホーテのよ

うな意気込みが求められたのかもしれません。 
 「共生のひろば」は、しかし、その第１回からいい成果をあげ続けています。その成果は、

毎回きっちりまとめてきた報告書からも読み取れると自負します。継続は力なり、といいな

がら、外からはそうと見えていない無理な操作が入ったことだってなきにしもあらずでし

た。そんな歴史を考えながら、「８回目の共生のひろば」に参加しました。もちろん、わた

しも、第１回からひとときの休みもなく口頭発表を聞かせてもらい、ポスターを見せてもら

っています。 
 「ひろば８」には、キッズや小学生、中学生が主体となる報告はありませんでしたが、高

校生のいくつかのグループがいい報告をしました。話題も広い範囲に及び、口頭発表など、

ついていくために頭の切り替えを頻繁に繰り返す必要がありました。８回目の特徴は、この

企画が順調に発展していることを示してくれたかもしれません。 
 キッズや小学生は、調査研究といっても、データをもとに論じる発表にはふさわしくあり

ませんので、最初の頃に活発に見られた参画の姿勢が少し後退したかもしれません。しかし、

自然界の諸々の事象への好奇心は幼年期から始まるものですし、その好奇心を幼いこころの

うちで熟成することは、知的な動物である人の健全な成長にとって素晴らしい宝になるはず

です。取り出されたデータで勝負するだけではなくて、幼いこころが自然界の不思議にどう

感応し、それをどのように知的に処理していくのか、ひとはくが取り組み始めたキッズプロ

ジェクトがそれを支援するのにどのような成果を導き出してくれるのか、今後の展開を刮目

して待ちたいところです。「共生のひろば」が学会発表やイベントの報告会と違うところは、

連携する人たちと継続的に積み上げる恊働の成果を報告し、さまざまな共同体との間の情報

交流を促進するところにあります。 
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 高校生の参加の活性化は博学恊働の成果の表れでもあるのでしょうか。わたし自身、母校

の柏原高校の生物班での活動が生涯の植物学への取り組みの出発点になったことを想い出

します。一時代前には、高校のクラブ活動も活発で、わたしも柏原高校生物班の機関誌

NATURAに報告文を掲載しております。 
 高校生の発表は、下手をするとクラブ活動の報告で終わってしまいます。しかし、「ひろ

ば８」における高校生の発表は、宿題のまとめの報告会と違って、独創的な取り組みも盛り

込まれており、活動の内容と成果を楽しく聞けるものでした。ひとつは、地域の人たちとの

交流が問題提起を促し、それに丁寧に対応した成果が発表の素材になっていたものなどがあ

ったからでしょう。調査研究が、科学的好奇心の発展として展開するのが科学の正道ですが、

身近な話題や要求に可能な範囲で真摯に対応するのも科学のもうひとつの大切な役割です。

それは最前線の科学者が果たす成果を期待するものですが、高校生が対応できる部分だって

さまざまにあるはずで、そのいくつかが「ひろば８」で語られたのでした。 
 ひとはくと連携した活動が発表の中心になりますので、発表者も年度を重ねると重複する

ことになります。昨年の発表以来過去１年の間にどのような展開が見られたかが聞けるのも

楽しいことですが、連携の拡大という観点からは、新しい顔ぶれが増えるのが好ましいとも

いえます。限られた時間帯での発表ですから、口頭発表に参加していただける件数は限られ

ていますが、ベテランの発表と新規参入の発表がいいバランスをとれるようであればこの事

業の将来には洋々たるものがあることでしょう。「ひろば８」はその意味でもいい展開を見

たものでした。 
 ポスターにもいろいろ工夫が見られました。ポスターだからといって、図表が張り付けら

れるだけでなく、表現法にさまざまな工夫が施されているのも、それぞれの意欲が感じ取ら

れ、楽しく見せてもらえることでした。さらに、発表時間帯に、自分たちの成果をよりよく

知ってもらおうと、積極的に説明する姿勢が見られたことも、単に図表で発表に参加すると

いうだけでなく、成果をより広く共有したいという熱意の表れであろうかと見せてもらいま

した。ひとはくでも、上から目線のような伝統的な展示だけでなく、学びへの意欲を誘う立

体的な演示の展開を考え、実行しようとしていますが、その影がひろばにも映し出されてい

るのかと思いさえしたことでした。 
 「共生のひろば」は他では見ない試みで、ひとはくの活動が博物館という既存の機構に閉

じられていないことを表現するものとなっています。それだけに、この発表会の個々の事例

を評価する作業は困難を極めます。具体的にいえば、毎年、いくつかの賞を設定し、そのた

めの選考をする作業の難しさにもそれは表われています。幸い、「ひろば８」の場合は、顕

彰者の選定について、結論はすんなり出せました。選考方法も、さまざまな試みを積み上げ

てきて、それなりに落ち着いてきたからかもしれません。 
 口頭発表の場合、何度も経験した人が、まとめ方でも発表の進め方でも、手慣れたうまさ

を発揮できるのはある意味では当然です。同じ顔ぶれが連続して受賞するのは避けた方がい

いと、選考に当たってもらった人たちが自然に思っていることでもあったようです。評価は、

何人かが担当して点数で評価したデータをもとに、選考委員が総合的に判断して最終結論を

出します。議論の結果、点数が高くても顕彰されない場合が出てきます。これは、出てきた

数字に敬意を払いながら、それでも絶対的な権威とはしないという「共生のひろば」風の理

解といえるでしょうか。世間では、評価で数字が独り歩きすることが多くなってきたようで

す。しかし、これはとんでもない落し穴に落ち込む危険性もはらんでいます。そして、その

結果としての顕彰は、「ひろば８」ではどのように受け取られたでしょうか。顕彰された報

告は、今回最高だったというのではなく、その顕彰が今後の「共生のひろば」の発展にどの

ように寄与するかも計算に入っていたはずです。 
 この講評では「ひろば８」そのものにいい点をつけ過ぎかもしれません。しかし、今回も
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意欲的に発表に参画して下さった人たち、寒い１日を発表会に参加して熱心に報告を聞いて

下さった人たち、それに、引き続いて公開しているポスターを見て何かを学んで下さる人た

ちの熱い視線を受け、ひとはくのこの事業が今年もまた力強い一歩を運んだことを感謝しな

がら振り返ることです。来年もまた２月１１日にはたくさんの人たちがひとはくに参集して

下さることを期待し、そのための準備が今から始まるようにと呼びかけさせていただき、お

礼の言葉を前向きに閉じさせていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

編集後記 

 

ひとはく 20周年の今年度は、「共生のひろば」は８回目を迎えました。全体の統括を初め

てすることになり、なかなか段取りがよくは進まず、参加者、聴講者、館員のみなさんには

まどろこしいこともあったかと思い、反省しながら書いています。しかし、2月 11日の当日

には 196 名の参加者が集まりいただき、館員も含めて、12件の口頭発表、26件のポスター・

作品に対して活発な議論と交流が繰り広げられ、例年に負けず劣らずの熱気でした。この報

告書はその熱気を受けてのものであり、読み返すことでまた新たな進展があるでしょう。 

発表会後の表彰式では、館長賞、名誉館長賞に加え、審査員特別賞と会場からの投票で決

まる会場注目大賞も授与されました。高校生の受賞が多かったのが特徴的で、若い世代や新

顔のがんばりはうれしいもので、広い兵庫県にはまだまだ多様な人がいると再認識しました。 

ひとはく次の２０年で、共生のひろばはどんな展開になるのでしょうか？まずは 2014 年 2

月 11 日にお会いしましょう。 

 

（兵庫県立人と自然の博物館 生涯学習推進室 鈴木武） 

 

 

第８回 共生のひろば 受賞一覧 

 

館長賞 

OP-07 化石処理用チゼル針半自動研磨機の開発  

和田和美（ひとはく連携活動グループ「ラボーンズ」 

OP-10 丹波黒大豆を守る！ ～廃材を活用した土づくりの挑戦～  

村山広夢・早川義希・中馬唯吹・糸川 駿・庄治優介・曺 永河・柳原大樹・ 

毛利莉緒・伊藤正貴（兵庫県立篠山東雲高等学校 しののめ黒大豆研究チーム） 

PP-03 六甲山再度公園のキノコの多様性 ～標本や出現傾向からみた多様性の不思議～

 高野彩花・矢田部恵美・森下堅太・長田祐基・魚谷和秀・仁藤湧也・石田初音 

（兵庫県立御影高等学校  環境科学部生物班） 

PP-19 日高町太田スコリアはぎ取り展示  

岡 記左子・石ころくらぶ一同(石ころくらぶ) 

 

名誉館長賞 

OP-11 石屋川のプラナリアの謎を解く～2年生環境科学セミナーからの知見～  

住田光毅・内藤優弥・西村僚祐・伴 龍也・丸谷祥太・宮下大樹・森南直汰・ 

江口萌奈美・藤丸菜穂・堀江彩花・山本紗希・渡辺育未（兵庫県立御影高等学校） 

OP-12 西池・黒池の外来カメ調査報告  

西濱 扶・有薗理沙・河越俊平・井村柊介（兵庫県立伊丹北高等学校 自然科学部）・ 

谷本卓弥（顧問、ひとはく地域研究員） 

PP-04 コヤマトビケラの餌場探索行動 ―コヤマトビケラは匂いで餌場を感知する―

 岸本昌之・藤原瑞穂・網本真奈（兵庫県立香寺高等学校 自然科学部）・ 

久後地平（顧問） 

PP-12 貝殻拾いから始まって  

谷口 新 



 

 

 

審査員特別賞 

OP-02 加東市のため池調査から見えてきたもの  

岸本清明(ひとはく地域研究員) 

OP-03 小学生・幼稚園児にミヤマアカネに親しんでもらうための活動 

      「あかねちゃんとその仲間を知ろう」 

辰巳淳子（ひとはく連携活動グループ ミヤマアカネ生態研究会 

        「あかねちゃんクラブ」） 

PP-14 ギリシャアテネの国際甲殻類学会に参加・英語での発表の報告  

川本愛奈・西山春佳 (神戸市立六甲アイランド高等学校)・丹羽信彰(顧問) 

PP-23 六甲山のブナ林における植物相の種多様性  

増井啓治（植物リサーチクラブの会） 

 

会場注目賞 

OP-10 丹波黒大豆を守る！ ～廃材を活用した土づくりの挑戦～  

村山広夢・早川義希・中馬唯吹・糸川 駿・庄治優介・曺 永河・柳原大樹・ 

毛利莉緒・伊藤正貴（兵庫県立篠山東雲高等学校 しののめ黒大豆研究チーム） 

OP-12 西池・黒池の外来カメ調査報告  

西濱 扶・有薗理沙・河越俊平・井村柊介（兵庫県立伊丹北高等学校 自然科学部）・ 

谷本卓弥（顧問、ひとはく地域研究員） 

PP-02 特産でＥＣＯ ～山の芋グリーンカーテンで涼しく、美味しく、節電しよう～ 

村山広夢・毛利莉緒・伊藤正貴・早川義希・中馬唯吹・糸川 駿・庄治優介・ 

曺 永河・柳原大樹（兵庫県立篠山東雲高等学校しののめ山の芋研究チーム） 

PP-19 日高町太田スコリアはぎ取り展示  

岡 記左子・石ころくらぶ一同(石ころくらぶ) 
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